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「地上デジタル放送とケーブルテレビ」
「大分県知事・県議会議員選挙」

「県道庄内久住線（長湯
　バイパス）全線開通」
「狂犬病予防接種」
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ご存知ですか、地上デジタル放送！
2011年7月24日にアナログ放送は終了します。

地上デジタル放送で何が変わるのかご存じですか？
テレビと電波が変わります！

基地局一覧
電
波
が

変
わ
る

※開設年度は NHK 局の予定であり、民放局
　の中には開設年度が遅れるところがありま
　す ( 総務省資料 )。

アナログテレビの場合

地デジ対応テレビの場合

悪徳商法にご注意ください！
　テレビ調査人や工事人を名乗って不正請求を行ったり、郵便に
よる振込詐欺（架空請求）を行う例が起きています。地上デジタ
ル放送に関する誤った情報や不十分な情報にもとづいて関連商品・
サービスを売りつける悪徳商法にご注意ください。

現在のアナログ波からデジタル波に変わることに
より、視聴可能エリアが変わる可能性があります。
また、地上デジタル放送では、UHF アンテナで電
波を受信します。

テ
レ
ビ
が

変
わ
る

現在のアナログ放送は、2011 年 7月 24日をもっ
て視聴できなくなります。デジタル放送を視聴す
るには、デジタルチューナーかデジタルテレビの
購入が必要になります。

視
聴
方
法

基地局別地上デジタル放送開設年度表

基地局名 デジタル放送開設年度

三宅山中継局 2008 年

竹田南局 2008 年（OAB 新局）

直入局 2009 年

緒方局 2009 年

豊後今市局 2009 年（OAB なし）

竹田会々局 2009 年（OAB 新局）

久住局 2010 年（OAB なし）

久住白丹局 2010 年（OAB なし）

ケーブルテレビが導入されればアンテナがいらなくなり、難視聴地域や共聴アンテナの問題が解決され
ます。ご家庭の地デジ対応にあたっては、市のケーブルテレビ事業の動向に合わせてご検討ください。
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全
国
的
に
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
等
の

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
が
進
む
中
、

竹
田
市
内
の
テ
レ
ビ
放
送
の
難
視

聴
地
域
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
未
整

備
地
域
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
民

間
資
本
に
よ
る
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
が
期
待
で
き
な
い
も
の
と

予
想
さ
れ
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
格

差
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解

消
し
、
市
全
域
の
情
報
化
を
推
し

進
め
、
生
活
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
の
導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
住
民
説
明
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
日
程
等
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は
】

　

放
送
セ
ン
タ
ー
と
各
家
庭
を
有

線
（
ケ
ー
ブ
ル
）
で
結
び
、
テ
レ

ビ
番
組
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電

話
等
の
通
信
信
号
を
送
受
信
で
き

る
高
度
な
情
報
通
信
設
備
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
総
務
企
画
部
企
画
情
報

　

課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
４
）
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大分のあしたを 築くこの一票
必ず投票しましょう!!

投票日
4月8日

㈰

大
分
県
知
事
選
挙

大
分
県
議
会
議
員
選
挙

　

時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

今
回
の
選
挙
は
、
大
分
県
に
お
け
る
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
機
会
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

 

投
票
時
間
・
投
票
所
は

●
投
票
時
間

　

各
投
票
所
と
も
午
前
７
時
か
ら　

　

午
後
６
時
ま
で

●
投
票
所

①
竹
田
幼
稚
園

②
岡
本
小
学
校
体
育
館

③
明
治
地
区
多
目
的
集
会
所

④
豊
岡
小
学
校
体
育
館

⑤
城
原
地
区
館

⑥
宮
城
分
館

⑦
玉
来
分
館
体
育
館

⑧
松
本
分
館

⑨
菅
生
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

⑩
祖
峰
小
学
校
体
育
館

⑪
嫗
岳
分
館

⑫
宮
砥
分
館
体
育
館

⑬
片
ヶ
瀬
集
会
所

⑭
荻
中
央
公
民
館

⑮
柏
原
公
民
館

⑯
久
住
中
央
公
民
館

⑰
白
丹
公
民
館

⑱
都
野
公
民
館

⑲
直
入
総
合
支
所
大
会
議
室

⑳
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

 

投
票
方
法
は

◆
投
票
の
順
序
は

　

最
初
に
県
知
事
選
挙
の
投
票
を
行

い
、
次
に
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

を
行
い
ま
す
。

◆
県
知
事
選
挙
は
、記
号
式
投
票
で
す
。

　

投
票
用
紙
に
す
べ
て
の
候
補
者
の

氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名
の
上
の

欄
に
○
印
を
一
つ
だ
け
押
し
て
く
だ

さ
い
。

　

○
印
は
投
票
記
載
台
に
備
え
付
け

の
押
印
ス
タ
ン
パ
ー
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
、
点

　

字
投
票
は
記
名
式
投
票
に
な
り
ま

　

す
。
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投

　

票
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
記
名
式
投

選挙の告示日・投票資格
県知事選挙 県議会議員選挙

告示日 3 月 22 日㈭ 3月 30日㈮

投

票

資

格

要

件

年

齢
昭和 62年 4月 9日までに生まれた人

転
入
者

平成 18年 12 月 29 日までに転入の届け出をし、投票日まで
引き続き居住している人

転

出

者

●投票日までに県外に転出した人は投票できません。
●県内他市町村に転出した人で、下記の①～③の要件を全て
　満たす人は竹田市で投票できます。
①竹田市の選挙人名簿に登載されている人で、平成18年 12
　月8日以降に県内他市町村に転出した人
②転出先の市町村に投票日まで引き続き居住している人
③転出先の市町村の選挙人名簿に登載されていない人
※転出された人が投票する場合は「引き続きの証明書（引き続き県内
　の市町村に住所を有する旨の証明書）」を添付していただく必要があ
　ります。
　「引き続きの証明書」は、市町村役場の窓口で発行されます（無料）。
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大分のあしたを
投票は　あなたの責任　子どもの未来

票
で
す
。

　

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

き
ま
す
。

 

期
日
前
投
票
は

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が

あ
る
等
、
一
定
の
事
由
に
よ
り
ど
う
し

て
も
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は 

　

期
日
前
投
票
の
際
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

期日前投票ができる期間
県知事選挙 県議会議員選挙

期日前投票が
できる期間

3 月 23 日㈮
～ 4月 7日㈯

3月 31日㈯
～ 4月 7日㈯

期日前投票が
できる時間

各期日前投票所とも午前8時30 分
から午後 8時まで

▼
竹
田
地
域
の
期
日
前
投
票
所

◇
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

※
竹
田
地
域
の
選
挙
人
名
簿
に
登

　

録
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

▼
荻
地
域
の
期
日
前
投
票
所

◇
荻
総
合
支
所
１
階
会
議
室

※
荻
地
域
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

　

さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

▼
久
住
地
域
の
期
日
前
投
票
所

◇
久
住
総
合
支
所
３
階
会
議
室

※
久
住
地
域
の
選
挙
人
名
簿
に
登

　

録
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

▼
直
入
地
域
の
期
日
前
投
票
所

◇
直
入
総
合
支
所
大
会
議
室

※
直
入
地
域
の
選
挙
人
名
簿
に
登

　

録
さ
れ
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

 

郵
便
投
票
は

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
等
で
、
郵

便
投
票
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
人
に

限
っ
て
、
自
宅
に
お
い
て
投
票
し
郵

便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

人
は
、
事
前
に
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
市
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

施
設
で
の
不
在
者
投
票
は

　

県
指
定
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等

に
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い
る
人
は
、

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
施
設
の
事
務
の
方
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
市
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

入
場
整
理
券
は

●
県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
の
入

　

場
整
理
券
は
、
３
月
23
日
㈮
に
郵

　

送
す
る
予
定
で
す
。

●
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　

投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合
は
、

　

投
票
所
で
再
作
成
し
て
も
ら
う
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

●
市
内
で
住
所
変
更
し
て
新
住
所
に

　

入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

　

内
容
等
に
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

　

た
ら
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

開
票
は

　

４
月
８
日
㈰
午
後
８
時
か
ら
竹
田

市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

 

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会
開
催

　

大
分
県
議
会
議
員
竹
田
市
選
挙
区

に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
14
日
㈬　

午
前
10
時

会
場　

市
役
所
３
階
会
議
室

出
席
者　

各
立
候
補
予
定
者
ご
と
２

　

名
以
内

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

平　

日　

☎
63‒

１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
６
０
・
１
６
１
）

　

時
間
外　

☎
63‒

４
８
１
４

▼
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
　

大
分
県
知
事
選
挙
及
び
大
分
県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
時
登
録
に
よ

　

る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

選　

挙　

名

県
知
事
選
挙

県
議
会
議
員
選
挙

登　

録　

日

３
月
21
日
㈬

３
月
29
日
㈭

縦　

覧　

日

３
月
22
日
㈭

３
月
30
日
㈮

時　
　
　

間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場　
　
　

所

竹
田
市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
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物産館
　　温泉館

トイレ

駐車場

　

由
布
市
庄
内
町
の
国
道
２
１
０

号
か
ら
竹
田
市
久
住
町
の
国
道

４
４
２
号
を
結
ぶ
総
延
長
31
・
８

㌔
の
幹
線
道
路
、
県
道
庄
内
久
住

線
。
そ
の
う
ち
、
延
長
約
2.2
㌔
の

長
湯
バ
イ
パ
ス
が
い
よ
い
よ
３
月

28
日
に
開
通
し
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
町
役
場
跡
地
、
温
泉

療
養
文
化
館
「
御
前
湯
」、
お
ん
せ

ん
市
場
一
帯
が
「
道
の
駅
・
な
が
ゆ

温
泉
」
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

歩
行
者
・
車
の
交
通
安
全
、
交

流
人
口
の
増
加
、
地
域
振
興
に
果

た
す
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

県
道
庄
内
久
住
線（
長
湯
バ
イ
パ
ス
）全
線
開
通
！

↑道の駅・ながゆ温泉計画図

↑長湯温泉への入り口が整備中です。アクセスが簡単に！

↑御前湯等、一帯の既存施設を道の駅として活用します。

↑長湯温泉や周辺地域を訪れる人が増えます！温泉館「万象の湯」オープン！

　

長
湯
バ
イ
パ
ス
の
全
線
開
通
に

先
立
ち
、直
入
地
域
の
観
光
・
商
工

関
係
者
が
設
立
し
た
「
長
湯
歴
史

温
泉
伝
承
館
」
が
旧
Ｊ
Ａ
大
分
み

ど
り
直
入
支
店
跡
地
の
米
蔵
等
を

改
修
し
た
温
泉
館「
万
象
の
湯
」が

２
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

開
設
に
は
、
大
分
県
の
合
併
地

域
活
力
創
造
特
別
対
策
事
業
の
補

助
金
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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竹
田
市
の
行
財
政
改
革

　

平
成
17
年
度
か
ら
取
組
み
を
始
め
た
竹
田
市

の
行
財
政
改
革
は
、
３
年
目
を
迎
え
る
平
成
19

年
４
月
に
向
け
、
本
庁
、
総
合
支
所
の
組
織
・

機
構
を
見
直
し
、
定
員
管
理
計
画
に
基
づ
い
た

職
員
数
の
削
減
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
、
以
下
の

よ
う
に
組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

 

工
事
検
査
課
の
新
設

　
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
関
す
る
法
律
」が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
工
事
等
の
実
施
に

あ
た
り
、
よ
り
適
正
で
か
つ
能
率
的
な
施
行
の

確
保
を
図
る
た
め
、
工
事
検
査
課
を
新
設
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
、

入
札
等
に
よ
り
発
注
さ
れ
た
規
定
額
以
上
の
工

事
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
工
事
検
査
課
が
完
成

検
査
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

本
庁
と
総
合
支
所
建
設
課
の
再
編

　

本
庁
関
係
課
と
総
合
支
所
建
設
課
の
事
務
事

業
を
見
直
し
、
基
幹
と
な
る
事
務
事
業
に
つ
い

て
は
本
庁
に
集
約
し
ま
す
。
本
庁
建
設
課
は
、

21
人
か
ら
24
人
体
制
に
な
り
、
総
合
支
所
建
設

課
は
３
人
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
再
編
に
よ
り
地
籍
調
査
業
務
は
本
庁
耕

地
課
、
簡
易
水
道
に
関
す
る
業
務
は
本
庁
水
道

課
が
そ
れ
ぞ
れ
主
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
総
合
支
所
建
設
課
で
取
扱

っ
て
い
ま
し
た
道
路
・
河
川
、
災
害
、
地
籍
、

簡
易
水
道
等
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
引
続
き
総

合
支
所
建
設
課
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

 

保
健
師
業
務
の
本
庁
集
約

　

総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
保
健
担
当
業
務
の

一
部
を
本
庁
に
業
務
集
約
し
、
本
庁
健
康
増
進

課
、
総
合
支
所
が
一
体
と
な
り
健
康
増
進
事
業

の
推
進
に
あ
た
る
こ
と
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
総
合
支
所
の
保
健
師
は
、
２
人
か
ら
１
人

体
制
に
な
り
ま
す
が
、
保
健
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
本
庁
健
康
増
進

課
、
総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
保
健
師
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー
管
理
形
態
見
直
し

　

荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
を
指

定
管
理
者
と
し
て
管
理
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

し
た
が
、
協
定
期
間
終
了
に
伴
い
管
理
形
態
を

見
直
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
た
な
指
定
管
理
業
者
に
よ
り
運

営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

総
務
課
行
政
改
革
推
進
室

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

 

平
成　

年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
は
、
平
成
19
年
度
中
に
左
の
表
の
通

り
採
用
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。

受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
、１
４
０
円
分
（
国

税
専
門
官
に
つ
い
て
は
１
２
０
円
分
）
の
切
手

貼
付
、
宛
先
明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒
に
、
請

求
す
る
試
験
名
を
朱
書
き
し
、
下
記
問
い
合
せ

先
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

〒
８
１
２‒

０
０
１
３　

福
岡
市
博
多
区
博

　

多
駅
東
２‒

11‒

１

　

☎
０
９
２‒

４
３
１‒

７
７
３
３

　

℻
０
９
２‒

４
７
５‒

０
５
６
５

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

 

平
成
19
年
度
の
臨
時
職
員
及
び
非  

　
常
勤
嘱
託
員
の
採
用
候
補
者
名
簿

　
へ
の
登
録
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

　

登
録
は
当
該
年
度
末（
平
成
20
年
３
月
31
日
）

ま
で
有
効
で
、
臨
時
職
員
等
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
、
登
録
者
の
中
か
ら
面
接
等
に
よ
り
選

考
し
決
定
し
ま
す
。

１　

募
集
内
容

　

栄
養
士
・
保
育
士　

※
資
格
必
要

２　

勤
務
条
件
等

　

詳
細
は
広
報
た
け
た
平
成
19
年
２
月
号
を
ご

覧
に
な
る
か
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

３　

年
齢
制
限

　

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

４　

登
録
方
法

　

３
月
１
日
㈬
か
ら
13
日
㈫
の
間
に
、
所
定
の

履
歴
書
（
総
務
課
及
び
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
に
備
付
け
）
に
写
真
を
添
付
し
、
総
務
課
又

は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
必
着
。
但
し
、
土
、
日
、
祝
日
及
び
年

末
年
始
は
除
き
ま
す
）。受
付
時
間
は
８
時
30
分

か
ら
17
時
ま
で
で
す
。
履
歴
書
は
竹
田
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

総
務
課
職
員
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
１
６
・
２
１
７
）

19

Ⅰ種試験

受験資格
①昭和 49.4.2 ～昭和 61.4.1 生まれの者
②昭和 61.4.2 以降生まれで平成 20.3 までに大学卒業・
　卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 2日㈪～ 9日㈪
1 次試験 4 月 29 日㈰
Ⅱ種試験

受験資格
①昭和 53.4.2 ～昭和 61.4.1 生まれの者
②昭和 61.4.2 以降生まれで平成 20.3 までに大学・短大・
　高専を卒業・卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 13 日㈮～ 24日㈫
1 次試験 6 月 17 日㈰
国税専門官採用試験

受験資格
①昭和 53.4.2 ～昭和 61.4.1 生まれの者
②昭和 61.4.2 以降生まれで平成 20.3 までに大学卒業・
　卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 2日㈪～ 13日㈮
1 次試験 6 月 10 日㈰
労働基準監督官採用試験

受験資格
①昭和 53.4.2 ～昭和 61.4.1 生まれの者
②昭和 61.4.2 以降生まれで平成 20.3 までに大学卒業・
　卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 2日㈪～ 13日㈮
1 次試験 6 月 10 日㈰
法務教官採用試験

受験資格
①昭和 53.4.2 ～昭和 61.4.1 生まれの者
②昭和 61.4.2 以降生まれで平成 20.3 までに大学卒業・
　卒業見込及び人事院が同等と認める者

申込受付期間 4 月 2日㈪～ 13日㈮
1 次試験 6 月 10 日㈰
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

竹田南
高　校

竹　田
保育所

 

生
徒
と
一
緒
に
英
語
を

 

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

　

本
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ス
や
特
色
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
授

業
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
特
性
を
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

校
舎
は
、
杣そ

ま
だ
に谷
と
片
ヶ
瀬
の

二
か
所
に
分
か
れ
、
選
択
コ
ー

ス
や
体
験
学
習
、
表
現
活
動
、

労
作
実
習
な
ど
学
び
の
場
は
多

様
で
す
。
希
望
す
れ
ば
、
様
々

な
免
許
や
資
格
が
取
得
で
き
、

毎
年
多
く
の
合
格
者
を
出
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
新
年
度
か
ら
は
、
新

た
に
「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ス
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

実
践
的
英
語
力
を
伸
ば
す
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
「
英
語
専

科
」
の
市
民
講
座
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
人
講
師
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク

で
楽
し
い
授
業
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
高
校
生
と
一
緒
に
英
語
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
（
大
塚　

ふ
み
）

 

静
か
な
恵
ま
れ
た
環
境
の

 

中
で
す
く
す
く
と

  

平
成
８
年
に
Ｊ
Ｒ
竹
田
駅
裏

手
に
あ
っ
た
園
舎
か
ら
現
在
地

に
移
転
し
て
10
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
新
し
い
園
舎
と
静
か

な
住
宅
地
の
中
、
恵
ま
れ
た
環

境
の
も
と
で
子
ど
も
た
ち
は
の

び
の
び
と
園
生
活
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

夏
の
夕
べ
や
芋
ほ
り
、
遠
足
、

ク
リ
ス
マ
ス
等
の
季
節
ご
と
の

行
事
の
ほ
か
、
南
山
荘
、
悠
々

居
、
岡
の
苑
等
と
の
交
流
を
行

い
、
核
家
族
化
が
進
む
中
で
優

し
い
心
を
育
て
る
た
め
に
も
、

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
の
誕
生
会
で
は
、

神
楽
や
子
ど
も
太
鼓
、
踊
り
や

ダ
ン
ス
、
楽
器
演
奏
や
手
品
等
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
演

い
た
だ
く
等
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
生
活
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
石
井
と
も
子
）

!!

 

障
が
い
者
職
業
訓
練
生

 

二
次
募
集

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
平
成
19
年
度
訓
練
生
の
二

次
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集
訓
練
科

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科
、
プ
ロ

　

グ
ラ
ム
設
計
科
、
商
業
デ
ザ
イ

　

ン
科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
建

　

築
設
計
科
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
制
作
科
、

　

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
総
合
実

　

務
科

訓
練
期
間　

１
〜
２
年

応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
所

　

持
者
又
は
取
得
可
能
な
方
。
但

　

し
総
合
実
務
科
は
療
育
手
帳
所

　

持
者
又
は
知
的
障
が
い
者
と
認

　

め
る
判
定
書
が
提
出
可
能
な
方

応
募
〆
切　

３
月
９
日
㈮

選
考
場
所　

本
校
及
び
長
崎
・
宮

　

崎
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
せ

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
３‒

７
４
１‒

５
４
３
１

 

大
分
県
警
察
就
職
説
明
会

日
時　

３
月
31
日
㈯

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所　

大
分
県
共
同
庁
舎
14
階
大

　

会
議
室
（
大
分
市
）

参
加
対
象
者　

平
成
19
年
度
の
警

　

察
官
及
び
警
察
事
務
採
用
試
験

　

に
興
味
の
あ
る
方
及
び
そ
の
家

　

族
又
は
将
来
的
に
本
県
警
の
採

　

用
試
験
に
興
味
の
あ
る
方

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
警
察
署
総
務
課

　

☎
63‒

２
１
３
１

感電事故を防止しましょう！
　労働安全衛生法により、電線近
くでの作業は感電防止の措置が義
務付けられています。電線に直接
触れなくても感電することがあり
非常に危険です。また、重機等で
電線を切断し停電を引き起こすと
多くの皆様に迷惑をおかけします。
　電線近くで作業を行う場合は、
必ず事前に九州電力㈱までご連絡
ください。
●お問い合せ
　九州電力㈱三重工務所
　☎ 0974 ‒ 22 ‒ 6922
　九州電力㈱三重営業所
　☎ 0120 ‒ 986 ‒ 505



9　2007年3月発行

平成19年度　狂犬病予防接種について
狂犬病予防法により、犬の飼い主は次のことが義務づけられています。
①生後 91日以上の犬は登録すること。
②狂犬病予防注射を毎年 1回接種すること。
　※ 4月の集合注射の機会に注射を受けましょう。
③犬の死亡・転出等があった場合は、環境衛生課へご連絡ください（各総合支所でも受付可能）。

なお、6月以降の個別注射は別途 2,000 円が必要となります。
犬の飼い主の方には後日集合注射ハガキをお送りします。

　　　　　当日は必ずハガキを持って来てください。

種　　　　類 金　　額 備　　　　　　考

犬の登録 3,000 円 生後 91日以上　一生に 1回

狂犬病予防注射 3,000 円 生後 91日以上　毎年 1回

犬の死亡・転出・転入・譲渡 無　　料 環境衛生課へ連絡（各総合支所でも可能）

犬・猫は正しく飼いましょう 

県動物管理所での子犬の譲渡会の様子

人間と動物が共存できる社会へ
　大分県動物管理所では、昨年度で 2,829 頭もの
犬が殺処分されました。飼い主の都合により処分
される犬も少なくありません。
　このような犬を無くすためにも飼い主の皆さん
は、犬・猫の本能・習性・性格をよく知り、終生
きちんと世話をすることができるかどうか、もう
一度、命の重みと、飼い主の責任をよく考えてか
ら飼ってください。

子犬の譲渡会の開催
　大分県動物管理所では、月 2回犬の里親探しを
する子犬の譲渡会が開催されます。譲渡の申込み
は、竹田保健所にお問い合わせください。
譲渡会の開催日　毎月第 2火曜日、最終火曜日（祝
　日はお休み）
問い合わせ先
　・大分県動物管理所　☎ 097-541-2965
　　　 　（大分市小野鶴字赤石 1967 番地）
　・竹田保健所　☎ 63-2187

↑愛犬タローとにらめっこ？
　して遊ぶ竜馬君（4歳）
　（下矢倉）
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久住地区

荻 地 区

直入地区

平成19年度　犬の登録及び狂犬病予防接種日程表
月　日 担当獣医 場　　　　　所 時　　　　　間

4 月 9日㈪ 阿　南

馬場公民館前 9：00　～　   9：30
新藤公民館前 9：40　～　 10：10
藤渡（桃屋商店前） 10：20　～　10：50
荻中央公民館前 11：00　～　11：30
恵良原公民館前 11：40　～　12：00

4 月 10 日㈫ 阿　南

西福寺公民館前 9：20　～　   9：50
柏原公民館前 10：00　～　10：30
高練木公民館前 10：40　～　11：10
荻中央公民館前 11：20　～　11：50

4 月 25 日㈬ 後　藤

稲葉バス停前 9：20　～　   9：50
旧白丹家畜市場 10：10　～　10：40
宮原バス停前 10：50　～　11：20
境川生活改善センター前 13：10　～　13：30
旧久住家畜市場 13：40　～　14：20
建宮生活改善センター前 14：30　～　15：10

4 月 26 日㈭ 後　藤

四ツ口センター前 9：00　～　   9：20
民宿　城山 9：40　～　 10：10
七里田（旧憩いの家前） 10：20　～　10：50
さくら住宅前（旧都野家畜市場） 11：00　～　11：45
小倉峠（ハモン・デ・クジュウ前） 13：20　～　13：50

4 月 23 日㈪ 中　島

上野公民館前 9：30　～　   9：50
筒井公民館前 10：00　～　10：20
柚柑子東原三差路 10：30　～　11：00
桑畑三差路 11：10　～　11：40
社家公民館前 13：30　～　14：00
神堤消防詰め所前 14：10　～　14：30
天満湯前 14：40　～　15：10

4 月 24 日㈫ 中　島

小津留公民館前 9：30　～　 10：00
須郷三差路 10：15　～　10：40
藤目（下竹田郵便局前） 10：50　～　11：10
台（佐藤正商店前） 11：20　～　11：50
二又三差路 13：30　～　13：50
釘小野（秋岡豊美氏宅前） 14：00　～　14：30
馬門橋 14：40　～　15：10
沢水中央橋 15：20　～　15：50

集合注射での注意事項
○当日会場が込み合いますので、おつりがいらないようにお願いします。
○受付が速やかに終わりますので、ハガキを持参してください。
○ハガキの記載内容に変更や間違いがあった場合は、
　赤ペンで訂正して来てください。
○住所等は詳細（番地等）に記入して来てください。
○予防会場での犬の糞は飼い主が始末してください。
○ハガキの裏の犬の問診票を記入して来てください。
○個別注射の方も、必ずハガキを持参してください。

当日必ずハガキを持って来てください。
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平成19年度　犬の登録及び狂犬病予防接種日程表

竹田地区
月　日 担当獣医 地 域 名 場　　　　　所 時　　　　　間

4 月 11 日㈬ 池　田

城　原

高伏バス停奥 9：15　～　   9：25
北尾鶴公民館前 9：45　～　   9：55
神川公民館前 10：05　～　10：15
城原分館前 10：25　～　10：45
北部一部詰め所前 10：55　～　11：05

宮　城

古園公民館前 11：15　～　11：30
上畑公民館前 11：45　～　12：00
山田橋たもと 12：15　～　12：25
農協志土知倉庫前 12：40　～　12：55
沢組事務所前駐車場 13：05　～　13：15

4 月 12 日㈭ 工　藤

嫗　岳

倉木生活改善センター前 9：10　～　   9：30
あ祖母学舎 9：40　～　   9：50
山の神生活改善センター前 10：00　～　10：20
神原健男社 10：30　～　10：45
旧 6部ポンプ格納庫跡 11：00　～　11：10

宮　砥

瀬の口公民館前空き地 11：20　～　11：30
宮砥分館前（旧宮砥小） 11：40　～　11：55
農協ピーマン選果場横 12：05　～　12：25
百木停留所前 12：35　～　12：45
次倉阿南商店前 12：55　～　13：10

4 月 13 日㈮ 池　田

菅　生
菅生農村環境改善センター前 9：10　～　   9：40
七ツ森古墳駐車場 9：50　～　 10：05

松　本

三迫停留所下の駐車場 10：15　～　10：25
渡瀬バス停横 10：40　～　10：50
旧松本ライスセンター跡地 11：05　～　11：30
農協入田倉庫前 11：50　～　12：10

入　田
入田政所公民館前 12：25　～　12：40
長小野ごみステーション横 12：50　～　13：00

4 月 16 日㈪ 工　藤

松　本 下矢倉公会堂下 9：00　～　   9：15

玉　来

玉来分館前 9：25　～　   9：45
綿内児童公園前 9：55　～　 10：10
玉来東集会所前 10：20　～　10：30
渡部石油岩本給油所前 10：45　～　10：55
久住建設吉田倉庫前 11：05　～　11：30
竹田市文化会館前 11：40　～　12：00

竹　田 鬼ケ城住宅前 12：05　～　12：15

4 月 17 日㈫ 池　田

明　治

むじこ稲荷前 9：10　～　   9：25
明治地区多目的集会所前 9：40　～　 10：00
長慶公民館前 10：10　～　10：25
東部第 2部消防詰め所前 10：30　～　10：40
竹田中学校体育館横 10：50　～　11：05

岡　本
中村公民館前 11：20　～　11：35
おかりや場（のびる園裏） 11：45　～　12：15
東部第 3部消防詰め所前 12：25　～　12：40

4 月 18 日㈬ 工　藤
豊　岡

上飛田公民館前 9：10　～　   9：30
上鹿口公民館前 9：40　～　   9：55
鹿口公民館前 10：05　～　10：15
竹田消防署グラウンド 10：25　～　10：50

岡　本 濁淵公民館前 11：00　～　11：20
豊　岡 竹田市役所税務課前（ATM建物裏） 11：30　～　12：00

4 月 19 日㈭ 池　田 竹　田

片ヶ瀬集会所前 9：00　～　   9：15
碧雲寺駐車場 9：35　～　   9：50
広瀬神社下 10：00　～　10：30
歴史資料館駐車場 10：40　～　10：55
上角集会所前 11：05　～　11：20
竹田保健所前 11：30　～　11：50
佐藤義美記念館下駐車場 11：55　～　12：15
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犬に関するQ&A
　犬を飼う時に必要な手続きは？
　●生後 91日以上の犬は登録する必要があります。
　　→環境衛生課または各総合支所で手続きしてくだ
　　　さい。

　狂犬病予防注射を受けるには？
　●毎年各地域をまわり、市内の獣医師のもとで集合
　　注射を行っています。
　→市報の日程（P10 ～ P11）を見ていただき、近く
　　の会場に犬を連れて来てください。
　●各開業獣医師の病院でも受けられます。

　狂犬病の予防注射は本当に必要ですか？
　●海外で多くの発生例があり予防注射は必要です。
　※昨年は、フィリピンで犬に噛まれた方が2名、帰国
　　後発症し死亡しています。
　※狂犬病は、一度発症すると治療法がなく、ほぼ 100
　　％死亡する恐ろしい病気です。

　犬が死亡、譲渡、転出した場合の手続きは？
　●届出を出す必要があります。
　　→環境衛生課または各総合支所で手続きしてくだ
　　　さい。

　犬猫を引き取ってもらいたい時は？
　（飼えなくなった時、保護した時）

　●保健所で引き取りをしています（事前に連絡をく
　　ださい）。
　　→犬は平日に随時引き取りをしています。
　　→猫は毎月第４水曜日 11時～ 12時。

　自分の飼い犬がいなくなった場合は？
　●保健所で保護している可能性があります。
　　→保健所あるいは環境衛生課に、飼犬の特徴（種
　　　類、色、年齢、鑑札番号等）をお問い合わせく
　　　ださい。　

　野犬・放浪犬がいるので捕まえてほしい。
　●詳しい状況を保健所に連絡してください。

　犬が放し飼いにされていて、身の危険を感じ
　る時があるなど迷惑しているのですが？
　●詳しい状況を保健所あるいは環境衛生課に連絡し
　　てください。
　※飼い主は、犬をつないで飼う義務があります。つ
　　ないでいないと、野犬とみなし保健所の担当職員
　　が捕獲することができます。

自分の飼い犬が他人を噛んだ（危害
を加えた）、あるいは自分が犬から
噛まれた（危害を加えられた）が、
どうすればよいですか？
●すぐに医療機関で診察を受けてください。
　→飼い主・噛まれた方は保健所に届け出て　
　　ください。
　→補償等の交渉は、当事者同士で話し合っ　
　　て解決してください。
※事故を起こした飼い主が被害者に対し多額
　の損害賠償を支払う例が多く
　なっています。

犬が散歩の時排便をしますが、飼い
主が後始末をする必要がありますか？
●飼い犬の糞便の後始末をすることは、飼い主
　の義務です。ビニール袋等で後始末してくだ
　さい。
※他人の土地や公園、道路は犬の便所ではあり
　ません。みだりに糞便を公の場所でさせると
　軽犯罪法等の法律違反になり、指示に従わな
　い場合、罰せられることがあります。

【問い合せ先】　
　市環境衛生課　☎63-4821　　荻総合支所　☎68-2213
　久住総合支所　☎76-1113　　直入総合支所　☎75-2213
　竹田保健所　☎63-2187
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⑱

　

直
入
町
二
又
地
区
に
「
天
祖

神
社
神
楽
（
通
称
二
又
神
楽
）」

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
神
楽
は
文
化
文
政
の
頃

（
19
世
紀
前
半
）
か
ら
形
が
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
を
、

明
治
18
年
に
大
野
郡
上
井
田
村

深
山
神
楽
の
師
匠
２
名
を
招
き

佐
藤
橘
造
（
当
時
８
才
）
の
ほ

か
二
又
地
区
の
９
名
が
本
格
的

に
習
っ
た
。
そ
の
後
、
深
山
に

出
向
い
た
り
講
習
会
を
持
っ

て
、明
治
28
年
に
神
楽
伝
書（
秘

伝
巻
物
）
を
授
与
さ
れ
た
。

　

神
楽
の
中
に
勇
壮
で
迫
力
の

あ
る
「
蛇じ

ゃ
き
り切
（
八や

く
も
ば
ら

雲
払
い
）」
が

あ
る
。
昔
は
大
綱
を
載
せ
た
籾

俵
を
大お

ろ
ち蛇
に
見
立
て
て
い
た
が
、

大
正
２
年
頃
大
蛇
の
頭

か
し
ら
を
作
り
、

天
て ん そ

祖神社神楽と佐藤橘
き つ ぞ う

造
提
灯
様
式
の
長
い
胴
を
つ
け
て
、

須す
さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
命
が
退
治
す
る
場
面

を
リ
ア
ル
に
演
じ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
直
入
郡
神
楽
会

で
「
神
楽
は
神
を
喜
ば
し
め
る

も
の
で
、
む
や
み
に
技
巧
を
凝

ら
す
も
の
で
は
な
い
」
と
差
し

止
め
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、

天
祖
神
楽
の
楽
長
だ
っ
た
橘
造

が
「
し
か
ら
ば
神
に
供
え
る
榊

さ
か
き

等
は
神
に
向
け
ず
に
人
に
見
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
何
ゆ

え
か
。
神
楽
も
見
る
人
を
喜
ば

せ
れ
ば
神
も
喜
ぶ
」
と
論
じ
、

城
原
八
幡
の
古
庄
左
磨
神
官
の

仲
裁
で
後
日
実
演
し
て
見
せ
た

と
こ
ろ
、
一
同
の
喝
采
を
得
て

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

橘
造
は
長
く
楽
長
と
し
て
神

楽
の
講
義
、
舞
法
、
音
楽
、
礼

儀
作
法
に
至
る
ま
で
楽
員
を
厳

し
く
指
導
し
、
今
日
の
天
祖
神

社
神
楽
を
育
て
上
げ
た
。
彼
は

才
知
も
あ
り
礼
節
も
正
し
く
、

村
会
議
員
と
も
な
っ
た
。

　

地
域
に
伝
わ
る
何
気
な
い
こ

と
に
も
、
先
人
の
知
恵
や
苦
労

が
あ
る
こ
と
が
思
わ
れ
る
。

参
考
：
直
入
町
史
、
下
竹
田
今

　

昔　
　
　
　
　
（
清
水
誠
一
）

「黄金の櫛に髪を梳き　処
おとめ

女は歌を口ずさむ」

第18回T
た お

AO.
どっと

コ
こ ら む

ラム

 

若
葉
・
紅
葉
・
四
葉

　

道
路
交
通
法
に
は
、
初
心
者
、

高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
（
肢
体

不
自
由
）
の
運
転
者
に
所
定
の
標

識
（
マ
ー
ク
）
を
表
示
し
て
も
ら

う
こ
と
で
他
の
運
転
者
に
注
意
を

喚
起
し
、
そ
の
人
の
事
故
防
止
と

保
護
を
図
る
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

普
通
自
動
車
免
許
を
受
け
て
通

算
し
て
１
年
に
達
し
な
い
人
は
、

若
葉
マ
ー
ク
を
掲
示
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
が
70
歳

以
上
の
人
は
紅
葉
マ
ー
ク
、
身
体

障
が
い
者
（
肢
体
不
自
由
）
は
四

葉
マ
ー
ク
を
掲
示
す
る
努
力
義
務

（
表
示
し
な
い
こ
と
へ
の
罰
則
等

が
あ
り
ま
せ
ん
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
を
表
示
し
た
自
動

車
に
「
幅
寄
せ
」
や
「
割
り
込
み
」

を
し
た
場
合
は
、
危
険
防
止
の
た

め
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
道

路
交
通
法
違
反
と
な
り
ま
す
。
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

つれづれ
　   えっせい

↑蛇切（八雲払い）

　
「
…
そ
の
調
べ
に
こ
も
る　

ふ

か
し
ぎ
の
力
…
」

　

僕
ら
が
今
拠
点
と
し
て
い
る

街
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
。
こ
の

街
に
生
を
受
け
た
ド
イ
ツ
を
代
表

す
る
詩
人
ハ
イ
ネ
の
名
作
『
ロ
ー

レ
ラ
イ
』
の
一
節
だ
。
ラ
イ
ン
河

の
中
流
に
て
船
頭
を
そ
の
美
し
い

容
貌
と
歌
で
惑
わ
し
、
船
を
沈
め

て
し
ま
う
と
い
う
魔
女
の
伝
説
。

ど
れ
ほ
ど
美
し
い
歌
だ
っ
た
の
か

…
命
に
は
代
え
ら
れ
な
い
が
、
聴

い
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
ツ
ア
ー
が
始
ま
り
、
早

１
か
月
が
過
ぎ
た
。
街
か
ら
街
を

転
々
と
す
る
生
活
の
中
、
新
し
い

動
き
が
つ
い
に
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
。
新
曲
作
り
だ
。

　

ド
イ
ツ
に
は
魔
力
を
持
つ
音

楽
の
伝
説
が
多
い
。「
ロ
ー
レ

ラ
イ
」
に
「
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛

吹
き
」、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
魔

笛
」
な
ど
、
音
楽
を
志
す
者
な

ら
そ
の
魔
力
に
魅
力
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
、
人
を
魅
了
す
る
新

曲
を
求
め
て
、
今
日
も
Ｔ
Ａ
Ｏ

は
、
懐
に
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
奈
良
部
さ
ん
か
ら
頂
い
た
約

１
６
、０
０
０
曲
を
収
め
る
ｉ

Ｐ
ｏ
ｄ
を
携
え
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
を
片
手
に
持
ち
歩
く
。
い

つ
ど
こ
で
魔
力
を
持
っ
た
音
楽

が
湧
き
出
る
か
分
か
ら
な
い
か

ら
だ
。

　
（
Ｔ
Ａ
Ｏ
メ
ン
バ
ー

佐
藤
和
哉
）



広報たけた 平成19年3月号 14

↑竹田市役所前のゴールを切る高橋孝一郎選手

大分を駆ける！　県内一周駅伝開催！

　

２
月
19
日
か
ら
23
日
に
か
け
て

第
49
回
県
内
一
周
大
分
合
同
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
昨

年
か
ら
１
区
間
少
な
い
37
区
間
、

３
８
９
・
７
㌔
の
コ
ー
ス
を
16
郡
市

の
代
表
選
手
が
駆
け
抜
け
て
い
き

ま
し
た
。

　

20
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
は
竹

田
市
が
舞
台
と
な
り
、
沿
道
の

行
く
先
々
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

援
を
受
け
、
竹
田
市
代
表
選
手
は

延
々
と
続
く
上
り
坂
を
走
る
竹
田

〜
直
入
区
間
を
７
位
で
通
過
し
ま

し
た
。

↑めじろんと一緒に応援する直入保育園児

↑ 104 歳の後藤ミカさんもお友達と応援に来ました。

↑久住町の看板前でも応援中

↑竹田小学校と竹田中学校の生徒たち

　

２
月
４
日
、
竹
田
市
文
化
会
館

で
竹
田
市
文
化
連
盟
歌
謡
部
の
主

催
に
よ
り
２
０
０
７
新
春
カ
ラ
オ

ケ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
48
人
の
の
ど
自
慢
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
晴
れ
着
に
身
を
包

み
、
得
意
の
歌
を
舞
台
で
披
露
し

ま
し
た
。

集え、のど自慢
　

２
月
５
日
、
茶
屋
ノ
辻
、
上
角

西
、
上
角
東
、
鬼
ヶ
城
自
治
会
の

有
志
と
商
工
会
議
所
青
年
部
、
九

州
電
力
の
皆
さ
ん
が
、
岡
城
観
光

道
路
沿
い
に
生
え
る
桜
の
、
テ
ン

グ
ス
病
に
罹
っ
た
枝
の
切
除
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
春
に
は
、
美
し
く
咲
き
誇

る
桜
が
見
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 地域の桜を護ろう

　

竹
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
加

藤
忠
繁
会
長
）
の
会
員
20
名
が
２

月
10
日
に
竹
田
幼
稚
園
を
訪
れ
、

庭
木
の
剪
定
、
砂
場
の
手
入
れ
、

遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り
等
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
ク

ラ
ブ
が
毎
月
１
回
行
っ
て
い
る
地

域
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

幼稚園を守るライオン
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まちの話題

岡藩城下町雛まつり開催！
　

竹
田
に
早
い
春
を
告
げ
る
第
９

回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
が
開
催

中
で
す
。
会
場
の
竹
田
市
街
地
で

は
、
各
店
舗
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
雛
や
竹
雛
等
が
展

示
さ
れ
、
飲
食
店
で
は
特
製
の
雛

御
膳
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
９

日
に
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た

が
企
画
し
た
県
内
各
地
の
雛
ま
つ

り
を
巡
る
「
お
お
い
た
ひ
な
め
ぐ

り
」
の
開
幕
イ
ベ
ン
ト
も
あ
わ
せ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

↑優勝した籾山チームの皆さん

↑声援受けて反り返って

　

直
入
地
域
で
１
月
27
日
に
第
14

回
Ｂ
＆
Ｇ
㈶
直
入
海
洋
セ
ン
タ
ー

室
内
綱
引
き
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
男
性
の
部
９
チ
ー
ム
、（
男

女
）
ミ
ッ
ク
ス
の
部
５
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
い
ず
れ
も
籾
山
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
成
績

男
性
の
部　

第
２
位
：
１
分
団
、

　

第
３
位
：
冬
田
Ａ

ミ
ッ
ク
ス
の
部　

第
２
位
：
７
分

　

団
、
第
３
位
：
１
分
団

農業振興の励みに
　

第
16
回
大
分
県
野
菜
経
営
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
ト
マ
ト
の
も

み
が
ら
耕
栽
培
に
取
り
組
む
久
住

地
域
の
甲
斐
義
昭
さ
ん
が
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
、
第
10
回
大
分

ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
品
評
会
に
お
い

て
、
直
入
地
域
の
沖
田
一
幸
さ
ん

が
他
の
産
地
を
抑
え
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
日
々
の
研
究

や
努
力
の
成
果
と
し
て
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
励
み
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

↑甲斐義昭さん、沖田一幸さん夫妻（右から）

真
っ
赤
な
ト
マ
ト
掲
げ

　

２
月
２
日
、荻
福
祉
健
康
エ
リ

ア
で
県
下
の
ト
マ
ト
生
産
者
等
約

２
０
０
人
が
参
加
し
て
、
大
分
県

主
催
に
よ
る
「
Ｔ
ｈ
ｅ
・
お
お
い
た

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
研
修
会
―
豊
肥

地
域
に
お
け
る
夏
秋
ト
マ
ト
の
産

地
振
興
の
取
り
組
み
―
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
中
で
は
、
各
地
の
ト

マ
ト
産
地
の
現
状
と
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
取
り
組
む
動
き
の
説
明
や
、

全
国
で
栽
培
さ
れ
る
ト
マ
ト
の
展

示
、
新
品
種
の
紹
介
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
西
日
本
有
数
の
ト
マ

ト
産
地
と
し
て
２
０
１
５
年
に
は

販
売
額
を
38
億
円
ま
で
延
ば
す
と

い
う
目
標
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。↑講話に聞き入る参加者の皆さん

力
を
合
わ
せ
、

息
を
揃
え
て

綱
引
き
大
会
開
催
！

　

全
国
交
通
安
全
協
会
と
警
察
庁

が
主
催
す
る
第
47
回
全
国
国
民
交

通
安
全
運
動
中
央
大
会
（
東
京
都
）

に
お
い
て
、
日
頃
の
交
通
安
全
活

動
を
評
価
さ
れ
、
竹
田
地
区
安
全

運
転
管
理
協
議
会
が
全
国
表
彰
、

竹
田
中
学
校
が
交
通
安
全
優
良
学

校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

交通安全、全国表彰
　

菅
生
地
区
出
身
の
宇
都
宮
ミ
チ

コ
さ
ん
が
１
月
28
日
に
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
31
日
に

牧
市
長
が
お
祝
い
の
た
め
訪
問
し

ま
し
た
。

　

宇
都
宮
さ
ん
は
詩
吟
や
歌
が
好

き
で
、
入
院
さ
れ
て
い
る
病
院
内

の
催
し
で
披
露
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

祝100歳、宇都宮ミチコさん
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保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-4810
荻総合支所市民生活課　☎68-2214
久住総合支所市民生活課　☎76-1419
直入総合支所市民生活課　☎75-2211

愛
育
班
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

愛
育
班
と
は
、
誰
も
が
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
し
た
い
と
い
う

願
い
の
も
と
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。
す
べ

て
の
人
々
を
対
象
に
自
分
の
家
庭

か
ら
地
域
の
人
々
へ
と
連
帯
感
を

深
め
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

合
併
前
は
直
入
町
と
荻
町
で
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
、

竹
田
地
域
の
嫗
岳
地
区
と
宮
砥
地

区
で
結
成
さ
れ
、
愛
育
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
声
か
け
と
健
康

学
習
会
で
す
。「
ど
げ
ぇ
な
、
元
気

な
？
」
と
隣
近
所
に
声
を
か
け
合

い
、
お
互
い
の
健
康
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
学
習
会
や

愛
育
ま
つ
り
等
、
地
域
で
特
色
あ

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
荻
地
域
で
は
ジ
ャ
ン
ボ

か
ぼ
ち
ゃ
の
苗
を
配
布
し
「
か
ぼ

ち
ゃ
は
育
ち
よ
ん
な
？
」
を
声
か

け
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
ま
す
。

秋
に
は
収
穫
し
た
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ

ち
ゃ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
き
、
ふ

れ
あ
い
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

直
入
地
域
で
は
、
お
互
い
の
健

康
を
喜
び
合
い
、
地
域
の
交
流
を

深
め
る
目
的
で
愛
育
ま
つ
り
を
開

催
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
会

員
が
各
戸
に
「
植
え
て
楽
し
み
・

食
べ
て
健
康
に
」
と
種
子
を
配
布

し
て
育
て
た
ク
ー
ニ
ャ
ン
（
チ
ン

ゲ
ン
サ
イ
）
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

愛
育
班
の
活
動
を
通
じ
て
声
か

け
の
機
会
が
増
え
、
世
代
・
性
別

を
超
え
た
地
域
の
交
流
が
多
く
な

っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
高
齢
化

が
進
む
中
、
こ
う
し
た
地
域
で
の

見
守
り
や
支
え
合
い
が
ま
す
ま
す

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
愛
育

班
は
地
域
の
健
康
を
み
ん
な
で
守

り
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

ピンクリボンフェスタ in 竹田　開催

　近年、女性のがんの中でも乳がんが増加
しています。
　このフェスタは、乳がんの正しい知識と
早期発見・早期治療についての理解を深め
るとともに、同じ悩みを持つ患者同士のふ
れあいを目的として開催されます。
　多くの方のご参加をお待ちしています。

日時　3月 11日㈰　10時～ 15時
場所　竹田市総合社会福祉センター及び竹田市街地
日程
　10時 30分～ 11時 30分　オリエンテーリング（竹雛めぐり）
　13時～ 14時　パネルディスカッション
　14時～ 15時　特別講演　
　　　　　　　　講師　コピーライター　吉田寛先生
　※マンモグラフィの模擬体験もあります。

↑荻愛育班ジャンボかぼちゃ大会

↑宮砥地区愛育班発会式

↑男性料理教室では感謝を込めて女性を招待

↑全員で体操、直入愛育班祭り↑クーニャンの品評会も定着
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中
高
年
の
方
に
は
ご
自
分
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
気
に
さ

れ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
正
常
値

は
１
３
０
〜
２
２
０
㍉
㌘
で
す
。

こ
れ
よ
り
高
い
と
血
液
が
ど
ろ

ど
ろ
に
な
っ
て
動
脈
硬
化
が
進

む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
が
高
め
と
さ
れ
る

２
２
０
〜
２
６
０
㍉
㌘
程
度
の

人
が
元
気
で
長
生
き
だ
と
い
う

結
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。で
は
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
あ
ま
り
気

に
し
な
く
て
も
良
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
る
研
究
者
は
こ
う
主
張
し

て
い
ま
す
。

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い

と
心
筋
梗
塞
に
な
り
や
す
い
と

言
わ
れ
ま
す
が
、70
年
代
以
降
、

食
の
西
洋
化
等
で
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
は
上
が
っ
た
の
に
心
筋

梗
塞
で
の
死
亡
は
減
少
し
ま
し

た
。
む
し
ろ
下
が
っ
た
場
合
に

が
ん
に
よ
る
死
亡
が
増
え
る
と

い
う
結
果
が
心
配
で
す
。

　

茨
城
県
で
９
６
、０
０
０
人

の
追
跡
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

が
ん
に
よ
る
死
亡
は
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
が
１
６
０
㍉
㌘
以
下

で
最
も
多
く
、
２
４
０
㍉
㌘
以

上
で
最
も
減
少
し
ま
し
た
。
総

死
亡
率
も
２
４
０
㍉
㌘
以
上
の

方
が
低
い
と
い
う
結
果
で
、
薬

を
飲
ん
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

を
下
げ
た
人
の
方
が
、
免
疫
力

が
下
が
り
感
染
症
に
も
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　

こ
の
研
究
者
は
、
喫
煙
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
等
の
危
険
因
子

が
な
い
限
り
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
あ
ま
り
心
配
す
る
必
要
は

無
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

逆
に
、
他
の
研
究
者
は
喫
煙

や
高
血
圧
も
関
与
す
る
が
、
や

は
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高

い
ほ
ど
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
の
だ
か
ら
放
置
す
る
の

は
よ
く
な
い
と
唱
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
整
形
外
科
な
の
で
ど
ち

ら
に
分
が
あ
る
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
不
明
な
点
は
か
か

り
つ
け
医
に
尋
ね
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

  　

整
形
外
科　

大
多
和　

聡
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら
〈
24
〉

国保に加入・やめる・修学のため別に竹田市外に
住所を定めるときは14日以内に届出が必要です。

届出が遅れると…
　加入の届出が遅れると、保険税は加入の資格を得た月までさかのぼって納めなければなりません。そ
の間にかかった医療費は全額自己負担となります。また、やめる届出が遅れると保険税（料）が二重払
いになってしまうことがあるので、必ず 14 日以内に届け出ましょう。

こ　ん　な　と　き
ほかの市区町村から転入してきたとき
職場の健康保険をやめたとき（退職した・扶養から外れた・任意継続が切れた）
子供が生まれたとき
生活保護を受けなくなったとき
外国籍の人が加入するとき
ほかの市区町村に転出するとき
職場の健康保険に加入したとき
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被保険者が死亡したとき
生活保護を受けるようになったとき
外国籍の人がやめるとき
退職者医療制度の対象になったとき
同じ市内で住所が変わったとき
世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、一緒になったりしたとき
修学のため別に住所を定めるとき
保険証をなくしたとき（あるいは汚れて使えなくなったとき）

国
保
に

加
入
す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ　

の　

他

●お問い合せ　保険課　国保・老人医療係　☎ 63‒1111（内線 135・136）

国
保

届出に必要なものは
保険課までお問い合わせ
ください。
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みんなの
　　ひろば

　

　　

平
成
19
年
４
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

平成18年3月生まれ　　 南

　

 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
講
演
会

日
時

　

３
月
21
日
㈬　

10
時
〜
13
時

講
師　

日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康

　

管
理
セ
ン
タ
ー
名
誉
所
長
小
山

　

和
作
先
生
、
吉
冨
復
陽
堂
医
院

　

院
長
吉
冨
誠
先
生

会
費　

１
、０
０
０
円
（
昼
食
に
薬

　

膳
料
理
を
用
意
し
ま
す
）

そ
の
他　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

　

く
だ
さ
い
。定
員
１
０
０
名
で
す
。

●
会
場
・
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

古
訓
堂
黒
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

☎
63‒

２
３
５
８

　

℻
63‒

３
４
７
２

 

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の
皆
様　

 

　
書
状
等
贈
呈
事
業
が
終
了
し
ま
す

　

旧
軍
人
等
の
恩
給
欠
格
者
、
又

は
終
戦
に
伴
う
国
外
か
ら
の
引
揚

者
等
で
未
請
求
の
方
に
対
し
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈

し
ま
す
。
請
求
期
限
は
３
月
31
日

㈯
ま
で
で
、
請
求
書
類
は
福
祉
事

務
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

独
立
行
政
法
人

　

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
１
２
０‒

２
３
４‒

９
３
３

竹田市オリジナルスローガン決定！
　

昨
年
10
月
か
ら
募
集
し
て
い
ま
し
た
「
竹
田
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

は
３
９
０
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
左
記
の

作
品
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
の
菊
池
さ
ん
の
作

品
は
、
国
体
に
向
け
て
様
々
な
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　
「
ま
き
お
こ
せ
！　
竹
田
の
風
を　
さ
わ
や
か
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
市
大
字
植
木　

菊
池　

サ
ツ
キ
さ
ん

優
秀
賞

　
「
竹
田
市
に　

夢
と
希
望
と　

感
動
を
！
」　　
久
住
小
学
校
６
年　

如
法
寺　

司
さ
ん

　
「
広
げ
よ
う　

熱
い
気
持
ち
を　

竹
田
か
ら
」
久
住
中
学
校
３
年　

後
藤　

夏
美
さ
ん

　
「
羽
ば
た
こ
う　

夢
と
未
来
に　

竹
田
か
ら
」
竹
田
小
学
校
６
年　

松
井　

菜
緒
さ
ん



キリトリセンキリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

図書館
から

3月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❶

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
クレイジーヘヴン　　　　　　　　　　垣根　涼介
ふみさんの自分で治す草と野菜の常備薬　一条　ふみ
トリックスターから、空から　　　　　太田　　光
わたしを離さないで　　　　　　カズオ・イシグロ
ダナエ　　　　　　　　　　　　　　　藤原　伊織
八十八歳と八十五歳～ひとりを楽しむ手紙友達、食べ友達～　吉沢　 久子
写真ノ中ノ空　　　　　　　　　　　　谷川俊太郎
寂聴と巡る京都　　　　　　　　　　　瀬戸内寂聴
〔子どもの本〕
小説どろろ　　　　　　　　　　　　　辻　　真先
デモナータ 4幕　ベック　　　　　ダレン・シャン
999 ひきのきょうだい（大型絵本）　　　村上　康成
くもりのちはれせんたくかあちゃん　さとう　きわこ
だめよ、デイビット！　　　デイビット・シャノン
　　　　　　　　　　　　ほか、53冊購入しました。

　
　　

竹田市立図書館の休館日
は、5日㈪・12日㈪・13日㈫・
14日㈬・15日㈭・21日㈬・
23日㈮・26日㈪です。

　「おはなしルーム」
日時　3月 7日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

　「おはなし広場」
日時　3月 28日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

「犬は神様」
　　　　　　　　　  山本容子　講談社

　銅版画家である作者
がいつもそばにいた犬
を主役に書き綴ったエ
ッセィです。しみじみ
とした想いがなんとも
いえない素敵な一冊
です。

「かんたんせんせいとペンギン」
　　　　　　　　  　斉藤　洋　講談社
　正体ふめいのかんた
んせんせいあらわる！
　どこでだれにであう
のかな？
　とってもゆかいな
楽しい本だよー！

国
指
定
史
跡
岡
城
跡
　
家
族
無
料
観
覧
券

登
城
時
に
こ
の
券
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

1枚
に
つ
き
1家
族
1回
限
り
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

有
効
期
限
　
平
成
19
年
3
月
24
日
㈯

　
　
　
　
　
  　
～
4
月
8
日
㈰

　
　
　
　
　
　
●
お
問
い
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
竹
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
63-1111（

内
線
321）

　

平
成
20
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
両

大
会
に
参
加
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
〆
切　

６
月
30
日
㈯

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
国
民
体

　

育
大
会
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

　

会
局
県
民
運
動
班

　

☎
０
９
７‒

５
３
７‒

２
０
０
８

　

http://w
w
w
.m
ejiron.jp

国
体・全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ボ
ラ
ン
ティ
ア



キリトリセンキリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

N
o.24 　平

成
19
年
3
月
1 日
発
行
　
■
発
行
/竹
田
市
役
所
  U
RL http://w

w
w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口
( 平成 19 年 1月 31日現在 )

　　　　　　　　　　 ( 前 月 比 )
人　口　27,090 人　　( － 37 人 )
　男性　12,660 人　 ( － 17 人 )
　女性　14,430 人　 ( － 20 人 )
世帯数　10,701世帯 (－13世帯)

住民基本台帳登録人数

郷土の植物

第24回

　

山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
草

地
に
群ぐ

ん
せ
い生
し
て
生
育
す
る
高
さ

10
㌢
内
外
の
２
年
草
で
す
。
茎く

き

は
下
部
で
枝
分
か
れ
し
数
本
が

株
立
ち
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

対
生
す
る
根こ

ん
せ
い
よ
う

生
葉
は
重
な
り

合
っ
て
ロ
ゼ
ッ
ト
状
に
広
が
り

ま
す
。葉
は
卵
形
で
ふ
ち
が
全ぜ

ん
え
ん縁

、

長
さ
が
３
㌢
、
幅
が
２
㌢
ほ
ど

で
す
。
花か

け
い茎
の
葉
は
小
さ
く
、

普
通
２
対
の
葉
が
つ
き
ま
す
。

　

早
春
の
頃
、
茎
頂
に
１
個
ず

つ
上
向
き
に
径
２
㌢
ほ
ど
の
漏ろ

う

斗と
じ
ょ
う状
の
美
し
い
青
紫
色
の
５
裂

の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
内

側
の
下
部
に
は
白
地
に
黒
紫
色

の
斑は

ん
も
ん紋

が
あ
り
ま
す
。
花
弁
の

形
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、
裂さ

け
目
の

間
に
短
い
副ふ

く
れ
つ
へ
ん

裂
片
が
あ
り
、
見

た
目
に
は
10
裂
片
に
見
え
ま
す
。

ま
た
、
開
花
は
太
陽
が
当
た
る

日
中
の
み
で
、
曇
り
の
日
や
夜

は
閉
じ
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

　

和
名
の
リ
ン
ド
ウ
は
漢
名
の

竜り
ゅ
う
た
ん

胆
に
由
来
し
、
春
に
花
を
咲

か
せ
る
の
で
春は

る
り
ん
ど
う

竜
胆
の
名
が
あ

り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
久
住
高
原
で
春
い

ち
早
く
に
そ
の
群ぐ

ん
ら
く落

が
観
察
さ

れ
ま
す
が
、
近
年
草
原
の
人
為

的
開
発
や
管
理
放
棄
に
よ
り
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

花
期
は
３
月
か
ら
５
月
で
す
。

阿孫　久見

ハルリンドウ（リンドウ科）

◇
最
近
、
歯
の
話
を
す
る
機
会
が

何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
私
自

身
は
永
久
歯
に
生
え
変
わ
っ
て
以

来
虫
歯
と
は
無
縁
で
す
が
、
入
れ

歯
や
歯
ぐ
き
も
含
め
た
口
腔
ケ
ア

は
大
切
な
ん
だ
と
思
っ
た
次
第
で

す
。
い
つ
か
広
報
で
取
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
◇
大
分
合
同
新

聞
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
長
湯
小

学
校
の
授
業
風
景
が
動
画
で
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
は

ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
ｓ
等
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ

ス
ト
対
応
ソ
フ
ト
で
再
生
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
環
境
の
発
展
と
と
も
に
、
私
た

ち
は
情
報
を
飛
躍
的
に
早
く
、
多

く
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。　
　
（
吉
野
秀
）

　
有
効
期
限

　
平
成
19
年
３
月
24
日
㈯

　
　
～
４
月
８
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
竹
田
市
教
育
委
員
会

国
指
定
史
跡
岡
城
跡
　
家
族
無
料
観
覧
券

　平成19年春季全国火災予防運動

「消さないで　あなたの心の　注意の火。」
期間　３月１日㈭～７日㈬
　住宅防火・いのちを守る７つのポイント
３つの習慣
○寝たばこは絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○寝具・衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつ
　くる。
●お問い合せ　竹田市消防本部　☎ 63-0119

消防団員を募集しています！
地域を守る消防団に入団しませんか？
●お問い合せ　総務課消防交通係　☎ 63-1111（内線 213）
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

春
の
資
料
展

「
竹
田
直
入
、歴
史
の
道
・
文
化
の
道
」

　

３
月
１
日
㈭
〜
５
月
13
日
㈰

　

竹
田
市
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。
今

回
は
、
古
代
・
中
世
直
入
郡
の
埋
文
資
料
か
ら

岡
城
藩
政
時
代
の
史
料
、「
中
川
藩
主
肖
像
画
」

「
岡
城
真
景
図
屏
風
」
等
の
貴
重
な
資
料
を
公

開
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

「
第
７
回
岡
藩
城
下
町
雛
人
形
展
」

　

３
月
18
日
㈰
ま
で

　

享
保
雛
、
大
正
雛
、
昭
和
雛
並
び
に
五
月
人

形
等
を
展
示
し
ま
す
。

「
写
団
ち
く
で
ん
会
員
作
品
展
」

　

３
月
21
日
㈬
午
後
〜
４
月
８
日
㈰

　

写
団
ち
く
で
ん
会
員
の
半
折
額
写
真
60
枚
を

展
示
し
ま
す
。

※
３
月
20
日
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
開
館
）
と
、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

平
成
　
年
度
生
涯
学
習
ま
つ
り

 

〜
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
く
た
め
に
〜

日
時　

３
月
10
日
㈯

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館　

※
入
場
無
料

内
容

第
１
部　

12
時
20
分
〜
12
時
50
分

　

高
齢
者
大
学
閉
講
式
（
永
年
精
励
者
及
び
皆

　

勤
者
表
彰
等
）

第
２
部　

13
時
〜
14
時
30
分　

基
調
講
演

　

演
題
「
〜
マ
ス
オ
さ
ん
の
生
涯
学
習
〜
″
自

　
　

然
派
〞
陽
だ
ま
り
人
生
の
ス
ス
メ
」

　

講
師　

俳
優
・
声
優　

増
岡
弘

　

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
マ
ス
オ

さ
ん
の
生
の
声
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
聞
い
て

元
気
に
明
る
く
な
る
講
演
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
３
６
年
、
埼
玉
県
生
ま
れ
。
青
山
美
術
研
究
所
文

化
学
院
で
油
絵
を
学
び
、
56
年
、
二
科
展
に
史
上
最
年
少

で
入
選
。
当
初
は
舞
台
芸
術
の
仕
事
を
す
る
が
、
そ
の
後

役
者
に
転
向
。
俳
協
に
所
属
。
映
画
「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」

等
に
出
演
。
86
年
に
劇
団
東
京
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
創
立
・

代
表
と
な
る
。
ま
た
、
柳
家
さ
ん
助
の
門
下
と
な
り
、
益
々

家
ん
ち
ゃ
助
（
ま
す
ま
す
や
ん
ち
ゃ
す
け
）
の
名
で
、
年

２
回
″
落
狂
（
ら
っ
き
ょ
う
）
寄
席
〞
を
開
催
す
る
。
一
方
、

79
年
頃
手
作
り
味
噌
を
作
る
自
然
法
人
″
み
そ
ひ
と
も
ん

ち
ゃ
く
〞
を
結
成
、
会
員
１
２
０
家
族
で
品
評
会
を
開
催
。

声
優
と
し
て
は
、
マ
ス
オ
役
の
他
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ

ン
マ
ン
」
の
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
や
「
人
、
旅
わ
く
わ
く
」

の
ナ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
。
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
し

て
テ
レ
ビ
出
演
も
多
い
。

第
３
部　

14
時
30
分
〜
15
時
40
分

　

生
涯
学
習
発
表
会

出
演
団
体　

①
明
治
分
館　

②
豊
岡
分
館

　

③
入
田
分
館　

④
嫗
岳
分
館　

⑤
菅
生
分
館

　

⑥
宮
城
分
館　

⑦
集
会
所
カ
ラ
オ
ケ
教
室　

　

⑧
豊
の
船
の
会　

⑨
高
齢
者
大
学　

⑩
ハ
ー

　

モ
ニ
カ
教
室

生
涯
学
習
作
品
展
示　

９
時
〜
16
時
30
分

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

内
容　

生
け
花
・
書
道
・
俳
画
・
手
芸
等

●
お
問
い
合
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
63‒

４
８
１
７

 

第
９
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

期
間　

３
月
18
日
㈰
ま
で

会
場　

竹
田
市
街
地

主
な
イ
ベ
ン
ト

「
ひ
い
な
あ
そ
び
」

　

３
月
３
日
㈯　

13
時
〜

　

古
町
商
店
街

「
流
し
雛
」

　

３
月
18
日
㈰　

14
時
〜

　

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
稲
葉
川
河
川
敷

「
雛
御
膳
」　

市
内
飲
食
店
６
か
所
で
雛
ま
つ
り

　

に
ち
な
ん
だ
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

「
ひ
な
め
ぐ
り
情
報
コ
ー
ナ
ー
、里
山
保
全
コ
ー

ナ
ー
」　

旧
塩
附
家
具
に
展
示
し
ま
す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
「
竹
雛
展
示
」

　

大
分
空
港
（
３
月
31
日
㈯
ま
で
）、
京
王
プ

　

ラ
ザ
ホ
テ
ル（
東
京
都
／
３
月
４
日
㈰
ま
で
）

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
協
会　

☎
63‒

２
６
３
８

　

㈳
ツ
ー
リ
ズ
ム
お
お
い
た

　

http://w
w
w
.w
e-love-oita.or.jp/

↑増岡弘さん

↑「岡城真景図屏風（一部）」
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たけたん情報 平成19年3月号 ❷

  

公　

売

旧
双
城
中
学
校
備
品
の
公
売
に
つ
い
て

　

旧
竹
田
市
立
双
城
中
学
校
の
備
品
の
公
売
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
22
日
㈭　

９
時
〜

集
合
場
所　

旧
双
城
中
学
校
玄
関
前

公
売
物
件　

体
育
館
に
あ
る
市
教
育
委
員
会
所

　

有
の
机
等
の
備
品

●
お
問
い
合
せ　

教
育
委
員
会

　

☎
63‒

４
８
１
６

  

生
活
情
報

借
金
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

サ
ラ
金
の
Ｃ
Ｍ
、
看
板
や
無
人
契
約
機
が
街

中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ラ
金
系
の
信
用
情

報
機
関
で
あ
る
全
国
信
用
情
報
セ
ン
タ
ー
連
合

会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
顧
客
の
数
は
、
平
成
18

年
１
月
末
現
在
２
、２
０
０
万
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
単
純
計
算
で
国
民
の
６
人
に
１
人
が
サ

ラ
金
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
の
利
用
者
が
増
加
す

る
中
で
、
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
返
済
困
難
に

陥
る
多
重
債
務
者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
弁
護

士
会
の
相
談
窓
口
や
法
律
事
務
所
に
相
談
に
訪

れ
る
多
重
債
務
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
数
年
前
か

ら
借
金
返
済
の
た
め
に
新
た
な
借
金
を
重
ね
る

自
転
車
操
業
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
多
額
で
も
解
決
で
き
な
い
借
金
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
適
切

な
相
談
窓
口
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

相
談
窓
口

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
（
有
料
）

　

http://w
w
w
.nichibenren.or.jp/

　

☎
03‒

３
５
８
０‒

９
８
４
１

　

各
地
司
法
書
士
会

　

http://w
w
w
.shiho-shoshi.or.jp/

　

☎
０
１
２
０‒

55‒

２
０
５
９

　
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）

　

http://w
w
w
.houterasu.or.jp/

　

☎
０
５
７
０‒

０
７
８‒

３
７
４

　
（
平
日
９
時
〜
21
時
・
土
曜
９
時
〜
17
時
）

　

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

　

☎
03‒

６
７
４
５‒
５
６
０
０

旧
竹
田
市
「
竹
田
市
い
き
い
き
定
住

促
進
条
例
」
経
過
措
置
終
了

　

旧
竹
田
市
の
条
例
の
経
過
措
置
と
し
て
、
平

成
16
年
３
月
末
日
ま
で
に
竹
田
市
に
転
入
し
た

方
で
、
新
た
に
市
内
で
就
業
し
就
業
期
間
が
３

年
を
経
過
し
た
方
に
、
申
請
に
基
づ
き
就
業
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
申
請
期
間
は
、
３
年
経
過
の
要
件
を
満

た
し
て
か
ら
６
か
月
以
内
で
す
。
詳
細
は
企
画

情
報
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

企
画
情
報
課

　

☎
63‒

４
８
０
１

  

イ
ベ
ン
ト

竹
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
大
会

日
時　

３
月
16
日
㈮　

９
時
〜

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

講
演
「
講
談
で
語
る
男
女
共
同
参
画　

　

公
平
で
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
」

講
師　

旭
き
ょ
く
ど
う
な
ん
り
ん

堂
南
鱗

●
お
問
い
合
せ　

総
務
課
総
務
係

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

陽
目
カ
ワ
ノ
リ
調
査
結
果
報
告
会

日
時　

３
月
16
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
所　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
機
能
室

内
容　

陽
目
カ
ワ
ノ
リ
（
昭
和
37
年
県
天
然
記

　

念
物
）
の
生
息
す
る
水
環
境
の
調
査
結
果
を

　

踏
ま
え
た
水
質
保
全
と
源
流
域
の
豊
か
さ
の

　

歴
史
、
岡
藩
の
財
政
再
建
に
寄
与
し
た
特
産

　

品
と
し
て
の
価
値
等
に
つ
い
て
、
長
崎
大
学

　

環
境
科
学
部
飯
間
助
教
授
、
竹
田
市
文
化
財

　

保
護
委
員
工
藤
重
光
、
陽
目
自
治
会
長
工
藤

　

照
廣
、
県
衛
生
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
水
質
班

　

松
田
研
究
員
、
玖
珠
町
役
場
職
員
、
竹
田
保

　

健
所
坂
田
主
幹
が
成
果
を
発
表
し
、
保
全
と

　

活
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
保
健
所
（
坂
田
）

　

☎
63‒

２
１
８
７

犬
飼
千
歳
道
路
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
ク

　

３
月
18
日
㈰
の
「
中
九
州
横
断
道
路
」
犬
飼

―

千
歳
間
開
通
を
記
念
し
、
国
土
交
通
省
・
豊

後
大
野
市
・
大
分
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
・
竹

田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
主
催
で
「
犬
飼
千
歳

道
路
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
ク
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

初
春
の
日
を
浴
び
て
、
開
通
直
前
の
道
を
あ

な
た
の
足
で
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
17
日
㈯　

８
時
〜
受
付　

９
時
30

　

分
出
発
式　

10
時
ス
タ
ー
ト

集
合
場
所　

豊
後
大
野
市
千
歳
支
所
広
場

距
離　

約
10
㌔
（
千
歳
Ｉ
Ｃ
〜
犬
飼
Ｉ
Ｃ
間　

　

４
・
３
㌔
往
復
）

参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
料
代
）

申
込
〆
切　

３
月
10
日
㈯

そ
の
他　

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
で
き
る

　

限
り
事
前
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
昼
食
・

　

水
・
雨
具
・
常
用
薬
等
は
各
自
で
用
意
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　

☎
62‒

２
９
８
０
（
昼
）

　

☎
62‒

３
０
７
５
（
夜
）

第
11
回
「
て
づ
く
り
音
楽
会
」

日
時　

３
月
25
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　

直
入
教
育
会
館
２
階
ホ
ー
ル
（
竹
田
温

　

泉
「
花
水
月
」
横
）
※
入
場
無
料

内
容　

合
唱
、
ピ
ア
ノ
独
奏
、
マ
ン
ド
リ
ン
合

　

奏
、
管
楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
津
軽
三
味

　

線
の
演
奏

●
主
催
・
お
問
い
合
せ　

瀧
廉
太
郎
会
（
堀
）

　

☎
63‒

１
８
２
３

第
59
回
岡
城
桜
ま
つ
り

日
時　

４
月
８
日
㈰

会
場　

竹
田
市
城
下
町
界
隈

主
な
催
し　

大
名
行
列
（
雨
天
中
止
）、
他

主
催　

竹
田
市
・
竹
田
市
観
光
協
会

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
観
光
協
会

　

☎
63‒

２
６
３
８　

℻
63‒

２
８
６
１

2
月
の
お
し
ら
せ
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募　

集

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
・
特
定
公
共
住
宅

（
世
帯
向
け
・
単
身
者
向
け
）の
入
居
者

の
募
集
の
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

受
付
期
間　

平
成
19
年
３
月
１
日
か
ら
随
時

抽
選
及
び
決
定
方
法　

住
宅
が
空
き
家
に
な
っ

　

た
場
合
、
そ
れ
ま
で
に
申
込
み
が
あ
っ
た
方

　

を
対
象
に
公
開
抽
選
を
し
て
入
居
者
を
決
定

　

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

建
設
課
庶
務
係　

☎
63
─４
８
０
８

　

各
総
合
支
所
建
設
課

　

荻　
　

☎
68
─２
２
１
１

　

久
住　

☎
76
─１
１
１
１

　

直
入　

☎
75
─２
２
１
１

竹
田
市
文
化
会
館
管
理
人
募
集

　

平
成
19
年
度
の
竹
田
市
文
化
会
館
（
竹
田
市

中
央
公
民
館
及
び
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
を
含

む
）
管
理
人
を
１
名
募
集
し
ま
す
。

勤
務
条
件　

平
日
17
時
〜
翌
日
８
時
30
分
の
間

　

で
宿
直
、
日
直
が
可
能
な
方
。
土
・
日
・
祝

　

日
は
終
日
。（
但
し
、
第
２
・
４
土
曜
12
時
30

　

分
か
ら
翌
日
17
時
ま
で
を
除
く
）

業
務
内
容　

施
設
使
用
の
場
合
の
電
気
、
機
械

　

等
の
操
作
。
施
設
内
外
の
戸
締
り
等
。

募
集
方
法　

履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
３
月
15

　

日
㈭
必
着
で
竹
田
市
文
化
会
館
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
応
募
者
の
中
か
ら
面
接
に
よ
り

　

選
考
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
会
館

　

☎
63‒

２
７
３
４

竹
田
混
声
合
唱
団
団
員
募
集

　

竹
田
混
声
合
唱
団
で
は
、
新
し
い
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
練
習
日
は
毎
週
木
曜
日
、
竹

田
中
央
公
民
館
音
楽
室
で
19
時
30
分
か
ら
21
時

30
分
の
間
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
団
員
数
は
24
名

で
す
。
新
し
い
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

☎
63
─４
１
５
４

　
（
代
表　

波
田
野
）

　

☎
63
─０
３
１
０

　
（
事
務
局　

衛
藤
）

  
税　

金

償
却
資
産
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　

償
却
資
産
「
土
地
・
家
屋
・
車
両
（
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
が
か
か
る
も
の
）
以
外
※
の
事
業

に
用
い
て
い
る
資
産
で
、
そ
の
償
却
費
が
所
得

税
法
又
は
法
人
税
法
で
経
費
や
損
金
に
算
入
さ

れ
る
も
の
」
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の

名
称
・
数
量
・
取
得
年
月
日
・
取
得
価
額
・
耐

用
年
数
等
を
１
月
31
日
ま
で
に
申
告
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
で
、
ま
だ
申
告
が
お
済

み
で
な
い
方
は
必
ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
書
は
本
庁
税
務
課
及
び
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

※
道
路
運
送
車
両
法
上
の
大
型
特
殊
自
動
車
は
、

　

陸
運
局
へ
の
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
償

　

却
資
産
に
該
当
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

税
務
課
資
産
係

　

☎
63
─１
１
１
１
（
内
線
１
２
３
・
１
２
４
）

平
成
18
年
分
申
告
所
得
税
、
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
期
限
等

　

平
成
18
年
分
の
申
告
所
得
税
の
申
告
と
納
付

の
期
限
は
３
月
15
日
㈭
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
付
の
期
限
は

４
月
２
日
㈪
で
す
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
申
告
書
記
載

会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告

と
納
付
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
金
の
納
付
は
、
銀
行
や
郵
便
局
の

預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
し
と
な

る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。
ま
だ
利

用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

申
告
書
作
成
や
振
替
納
税
の
こ
と
で
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
点
は
、
竹
田
税
務
署
に
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
税
務
署

　

☎
63
─３
１
４
１

税
務
職
員
（
国
税
専
門
官
）
募
集

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
採
用

試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格　

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
は

　

問
い
ま
せ
ん
）、
又
は
昭
和
61
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
大
学
を
卒
業
さ
れ
た

　

方
及
び
平
成
20
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

　

予
定
の
方

試
験
程
度　

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間　

４
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

第
一
次
試
験　

６
月
10
日
㈰

申
込
用
紙　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国
税

　

局
又
は
竹
田
税
務
署
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２‒
４
３
１‒

７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
９
６‒

３
５
４‒
６
１
７
１

　

竹
田
税
務
署　

☎
63‒
３
１
４
１
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保
健
衛
生

竹
田
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委

員
を
公
募
し
ま
す
。 

　

竹
田
市
で
は
、
地
域
住
民
に
密
着
し
た
総
合

的
健
康
づ
く
り
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地

域
や
関
係
機
関
の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
「
竹
田

市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
広
く
皆
様
の
ご
意
見
等
を
伺
う

た
め
に
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
人
数
等　

若
い
世
代
の
意
見
を
お
聞
き
す

　

る
た
め
に
、
20
代
〜
40
代
の
方
を
３
〜
４
人

　

程
度
。
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

内
容　

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
へ
の
出
席　

　
（
年
３
回
程
度
）

応
募
〆
切　

３
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
、
健

　

康
増
進
課
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

健
康
増
進
課

　

☎
63‒

４
８
１
０

予
防
接
種
は
決
め
ら
れ
た
時
期
に 

　

お
子
さ
ん
が
受
け
る
各
種
の
予
防
接
種
は
、

決
め
ら
れ
た
時
期
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種
と
な

り
、
費
用
も
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。
計
画
的

に
受
け
る
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
回
接
種
と
な
っ
た
麻
し
ん
・
風
し

ん
を
別
々
に
接
種
す
る
場
合
は
、
経
過
措
置
と

し
て
、
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
は
生
後
90
月

ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
以
降
は
任
意
接
種
と

な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

健
康
増
進
課

　

☎
63‒

４
８
１
０

第
３
回
自
死
遺
族
の
集
い

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
遺
族
を
対

象
に
、
標
記
の
集
い
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

３
月
９
日
㈮　

14
時
〜
16
時

会
場　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

参
加
費　

無
料
（
要
事
前
申
込
）

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
４
１‒

６
２
９
０

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
公
開
講
座

　

自
己
を
見
つ
め
他
者
を
理
解
す
る
人
間
関
係

基
礎
理
論
等
、
自
己
成
長
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

４
月
18
日
㈬
〜
約
４
か
月
間
（
前
期
）

　

毎
週
水
曜
日
18
時
〜
20
時
30
分

場
所　

大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

受
講
料　

２
０
、０
０
０
円

対
象
者　

20
歳
以
上
の
方
、
定
員
70
名

募
集
〆
切　

３
月
５
日
㈪

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

㈳
大
分
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
７‒
２
４
８
８

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
説
明
会

　

４
期
生
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
開
催
に
あ

た
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
社
会

の
中
で
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
人
の
思
い
に
耳

を
傾
け
る
技
術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
25
日
㈰　

13
時
〜
17
時

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
小
会
議
室

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
心
の

　

支
援
セ
ン
タ
ー
竹
田
支
部
（
野
々
下
）

　

☎
０
８
０‒

５
２
７
４‒

３
３
５
９

  

福　

祉

平
成
19
年
度
在
宅
高
齢
者
・
重
度
障

害
者
住
宅
改
造
助
成
事
業

　

在
宅
高
齢
者
及
び
在
宅
重
度
障
が
い
者
の
、

身
体
機
能
の
低
下
に
よ
る
在
宅
生
活
に
お
け
る

不
便
や
危
険
を
軽
減
す
る
た
め
の
住
宅
改
造
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
４
月
末
ま
で
に
福
祉

事
務
所
福
祉
係
へ
申
請
書
等
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
事
前
着
工
不
可
）。

対
象
：
在
宅
高
齢
者

 

・
原
則
と
し
て
、
要
介
護
認
定
を
受
け
要
支
援

　

以
上
の
判
定
を
受
け
た
高
齢
者
の
い
る
世
帯

 

・
所
得
税
世
帯
合
計
額
が
14
万
円
未
満
の
世
帯

対
象
：
在
宅
重
度
障
が
い
者

 

・
重
度
障
が
い
者（
障
が
い
者
手
帳
１
、２
級
・

　

療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
の
方
）
の
い
る
世
帯

 

・
所
得
税
世
帯
合
計
額
が
14
万
円
未
満
の
世
帯

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

☎
63‒

４
８
１
１

  

試　

験

平
成
19
年
度
前
期
技
能
検
定

　

技
能
検
定
は
、
働
く
人
の
技
能
を
一
定
の
基

準
に
よ
り
検
定
し
公
証
す
る
、
技
能
の
国
家
検

定
制
度
で
す
。
特
級
、
１
級
及
び
単
一
等
級
の

合
格
者
に
は
厚
生
労
働
大
臣
名
、
２
級
及
び
３

級
の
合
格
者
に
は
都
道
府
県
知
事
名
の
合
格
証

が
交
付
さ
れ
「
技
能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
各
種
特
典
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
３
日
㈫
〜
13
日
㈮

実
技
試
験
問
題
公
表　

６
月
４
日
㈪

実
技
試
験
実
施
期
間　

６
月
11
日
㈪
〜

学
科
試
験
実
施
日　

７
月
29
日
㈰
他

技
能
検
定
実
施
職
種　

１
・
２
級
：
34
職
種
55

　

作
業
、単
一
等
級
：
２
職
種
２
作
業
、３
級
：

　

８
職
種
12
作
業

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
７‒

５
４
２‒
３
６
５
１



❼ 2007年3月発行

　

℻
０
９
７‒

５
４
２‒

０
９
９
６

  

農
林
畜
産

平
成
19
年
に
米
・
麦
・
大
豆
を
生
産

す
る
農
業
者
の
皆
様
へ

　

大
分
農
政
事
務
所
で
は
、
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
の
間
、平
成
19
年
に
米
・

大
豆
を
作
付
け
さ
れ
る
生
産
者
を
対
象
に
、
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
加
入
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
麦
の
生
産
条
件
不
利
補

正
交
付
金
の
加
入
受
付
、
生
産
条
件
不
利
補
正

交
付
金
の
た
め
の
麦
・
大
豆
の
過
去
実
績
の
登

録
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

　

加
入
要
件
は
、
認
定
農
業
者
ま
た
は
一
定
の

条
件
を
備
え
る
集
落
営
農
組
織
で
、
一
定
規
模

以
上
の
経
営
面
積
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
米
の
担
い
手
経
営
安
定
対
策
、
稲
作
所
得

基
盤
確
保
対
策
、
麦
作
経
営
安
定
資
金
、
大
豆

交
付
金
、
大
豆
作
経
営
安
定
対
策
等
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。
本
対
策
に
加
入
し
ま
せ
ん
と
麦
・
大

豆
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

九
州
農
政
局
大
分
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

　

☎
０
９
７
４‒

22‒

２
３
１
１

　

℻
０
９
７
４‒

22‒

２
３
１
２

  

教　

育

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
の「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

は
、
入
学
金
や
授
業
料
、
教
科
書
代
、
住
居
の

敷
金
、
家
賃
等
、
入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
な

資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
で
す
。

　

融
資
金
額
は
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
２
０
０

万
円
以
内
、
返
済
期
間
は
10
年
以
内
で
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
大
分
支
店

　

☎
０
９
７‒

５
３
５‒

０
３
３
１

大
分
県
奨
学
会
奨
学
生
募
集

　

㈶
大
分
県
奨
学
会
で
は
、
平
成
19
年
度
高
等

学
校
等
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

４
月
上
旬
〜
５
月
中
旬
（
在
学
す

　

る
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す
）

貸
与
期
間　

平
成
19
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学

　

校
の
標
準
修
業
期
間
の
終
わ
る
月
ま
で

貸
与
月
額　

国
公
立　

１
８
、０
０
０
円
〜

　
　
　
　
　

私
立　
　

３
０
、０
０
０
円
〜

そ
の
他　

大
学
１
年
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
生

　

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
教
育
庁
高
校
教
育
課

　

内　

㈶
大
分
県
奨
学
会

　

☎
０
９
７‒

５
０
６‒

５
６
２
０

　

http://w
w
w
.d-b.ne.jp/syogaku/

  

求　

人

◇
臨
時
講
師（
養
教
）１
人
年
齢
不
問
17
〜
24
万

（
竹
）
◇
土
木
技
術
者
１
人
25
〜
45
才
20
〜

30
万
（
竹
）
◇
土
木
主
任
技
術
者
２
人
年
齢
不

問
23
〜
27
・
６
万
（
竹
）
◇
薬
剤
師
１
人
年
齢

不
問
35
〜
40
万
（
竹
）
◇
保
育
士
１
人
20
〜
30

才
12
・
２
〜
14
万
（
竹
）
◇
介
護
認
定
調
査
員

１
人
年
齢
不
問
13
・
６
万
（
竹
）
◇
ヘ
ル
パ
ー

責
任
者
１
人
50
才
以
下
15
・
３
〜
17
万
（
竹
）

◇
一
般
事
務
１
人
年
齢
不
問
12
〜
13
万
（
荻
）

◇
事
務
１
人
年
齢
不
問
12
万
（
竹
）
◇
一
般
事

務
１
人
年
齢
不
問
12
・
７
万
（
竹
）
◇
保
険

営
業
員
５
人
20
才
以
上
11
〜
20
万
（
竹
）
◇
Ｇ

Ｓ
販
売
員
１
人
18
〜
40
才
13
・
２
〜
15
・
８
万

（
竹
）◇
接
客
係
１
人
20
〜
55
才
12
〜
20
万（
直
）

◇
調
理（
店
長
候
補
）１
人
年
齢
不
問
15
〜
20
万

（
竹
）
◇
ダ
ン
プ
カ
ー
運
転
手
１
人
25
〜
50
才

20
万
（
竹
）
◇
商
品
配
達
人
１
人
20
〜
40
才
14

〜
15
万
（
竹
）
◇
ダ
ン
プ
運
転
手
１
人
24
〜
45

才
16
〜
25
万
（
竹
）
◇
自
動
車
整
備
員
１
人
20

〜
40
才
11
・
７
〜
16
・
３
万
（
竹
）
◇
惣
菜
調

整
工
１
人
18
〜
55
才
13
・
２
万
（
竹
）
◇
製
材

工
１
人
年
齢
不
問
11
・
３
〜
17
・
９
万
（
久
）

◇
林
業
作
業
員
１
人
30
〜
50
才
19
・
２
万
（
竹
）

◇
葬
儀
全
般（
生
花
部
）１
人
年
齢
不
問
12
〜

20
万
（
竹
）
◇
清
掃
員
１
人
20
〜
60
才
10
・
７

〜
11
・
５
万
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

　

は
久
住
地
域
、（
直
）
は
直
入
地
域
で
の
求

　

人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
市
地
域
職
業
相
談
室

　

☎
63‒

１
１
０
１

  

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
け
た
平
成
19
年
２
月
号
に
お
い
て
、

記
載
が
誤
っ
て
い
た
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、左
記
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

10
頁
ま
ち
の
話
題
：
誤
「
菅
生
走
遊
会
」　

正

「
菅
生
走
友
会
」、
16
頁
編
集
後
記
：
誤
「
竹

田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」　

正
「
竹
田

研
究
所
」、
16
頁
竹
田
市
の
人
口
：
誤
「
女
性

１
４
、４
７
４
人
」　

正
「
１
４
、４
５
０
人
」

　

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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保険料の納付に困ったら、免除制度をご利用ください。
　国民年金保険料の免除制度には「法定免除」と「申請免除」の 2種類があります。「法定免除」は、生
活保護法による生活扶助を受けている人や障害年金の受給権がある人を対象としており、届け出れば免除
となります。ここでは、申請して認められれば免除となる「申請免除」について詳しくご説明します。

■対象となる人
　1. 所得が一定以下の人
　2. 生活保護法による生活扶助以外の扶助を受け
　　ている人
　3. 障がい者又は寡婦で、前年の所得が 125 万円
　　以下の人
　4. 次の事由等により、保険料を納めるのが著し
　　く困難な人
　　・震災・風水害・火災等の災害により損害を
　　　受けた
　　・失業
■減額された保険料
　これまでの全額免除と半額免除に加え、平成18
年 7月から4分の3免除と4分の1免除が創設され
ます。段階ごとに納める保険料は以下のとおりです。

単身世帯 2人世帯
（夫婦のみ）

4 人世帯
（夫婦・子 2人、
いずれも16歳未満）

全額免除 57 万円
（122万円）

92万円
（157万円）

162 万円
（257万円）

4 分の 3
免　　除

93 万円
（158万円）

142 万円
（229万円）

230 万円
（354万円）

半額免除 141 万円
（227万円）

195 万円
（304万円）

282 万円
（420万円）

4 分の 1
免　　除

189 万円
（296万円）

247 万円
（376万円）

335 万円
（486万円）

■所得の目安

※ 2人世帯と 4人世帯は夫婦のどちらかのみに所得がある世帯の場合です。
※社会保険料控除等の控除額は個人により異なるため、この表はあくまでも
　目安です。

全額免除

4分の3免除

半額免除

4分の1免除

4分の1納付

半額納付…………………

4分の3納付………………………………

保険料（月額）

納付なし

3,470円

6,930円

10,400円

保険料の納め忘れに
　　　　ご注意ください。
　免除が認められても、全額免
除以外の人は減額された保険料
の納付が必要です。納め忘れる
と未納扱いになってしまいます。

 免除をおすすめする理由
　「保険料を納めるのが大変」そんな
時は未納のままにしておくのではな
く、免除の申請をおすすめします。
　それは、免除を受け
ている方があなたの年
金にとって断然有利だ
からです。

 免除となる期間　免除期間は7月から翌年の6月までです。申請が遅れても7月までさかのぼって免除が認め
られます。原則として毎年度申請が必要ですが、全額免除については申請時に「継続申請」を希望すると、翌年
度からは本人の申請手続きが不要になります。　●お問い合せ　大分社会保険事務所　☎ 097-552-1211

免除期間 未納期間
老後の年金 受給資格期間※1になります。 受給資格期間になりません。

老後の年金額 減額して計算されます。 算入されません。

障害基礎年金や
遺族基礎年金 受給資格期間になります。 受給資格期間になりません。

追納※ 2 10 年以内なら可能 2年以内なら可能
※ 1：保険料を納めた期間等、年金を受けるために必要な期間のことです。
※ 2：後から保険料を納めることです。



1 ㈭ ・竹田高校・竹田商業高校卒業式　・第 9回岡藩城下町雛まつり（18日まで）　・竹田市立歴史資料館春の資料展「竹田直入歴史の道・文化の道」（5月 13日まで）　・平成 18年分の所得税と贈与税、個人事業者の消費税及び地方消費税の確定申告（15日まで）
・竹田市農業委員会委員選挙人名簿縦覧 8:30 ～ 17:00（9日まで）　・平成 19年度水質検査計画閲覧開始（水道課他）　・竹田温泉「花水月」休館日　・春季全国火災予防運動（7日まで）　・全国山火事予防運動（7日まで）　・車両火災予防運動（7日まで） 

2 ㈮ ・各中学校卒業式
・直入地域防火啓発パレード 15:00 ～

3 ㈯ ・第 9回岡藩城下町雛まつり「ひいなあそび」13:00 ～（古町商店街）
・竹田市選挙人名簿縦覧 8:30 ～ 17:00（7日まで）　・耳の日

4 ㈰ ・消防団荻方面隊模擬火災訓練　・第 20回岡の里名水マラソン大会 8:00 ～ 9:30 受付 10:00 スタート　・第 15回 B&G直入地域バレーボール大会 9:00 ～（B&G体育館）　・久住高原野焼き（都野地区）
※雨天延期・市民公開講座「フッ素でむし歯ゼロを目指せ～むし歯にならないための一歩～」12:30 開場 13:00 開演（エイトピア大野小ホール［豊後大野市］）　・竹田市歩こう会「吉野梅園」参加申込〆切（※ 1）

5 ㈪ ・民事介入暴力集中相談所 10:00 ～ 16:00（コンパルホール［大分市］）
・「大分いのちの電話」相談員養成講座受講生申込〆切　・荻の里温泉休館日

6 ㈫
7㈬ ・集落営農推進女性フォーラム in 豊肥 10:00 ～ 15:00（JA大分みどり大ホール）

・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）　・消防記念日

8 ㈭ ・竹田市歩こう会「吉野梅園」9:00 竹田温泉「花水月」前集合（※ 1）　・村づくりフォーラム ～ 10 年後の竹田市の将来像を考える～ 10:00 ～（ホ
テル岩城屋）　・竹田温泉「花水月」休館日

9 ㈮
10㈯ ・生涯学習まつり 12:20 ～ 15:40（竹田市文化会館）

・童謡の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館）　・農山漁村女性の日

11㈰ ・竹田市立長湯小学校閉校式典 10:00 ～　・子ども茶道教室発表会 10:00 ～（旧竹田荘）
・ピンクリボン・フェスタ 2007 in 竹田 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・久住高原野焼き（久住・白丹地区）※雨天延期

12㈪ ・荻の里温泉休館日

13㈫ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（久住総合支所 1階会議室）
・竹田市臨時職員・非常勤嘱託員（栄養士・保育士）登録〆切（総務課又は各総合支所地域振興課）

14㈬ ・大分県議会議員選挙立候補予定者説明会 10:00 ～（竹田市役所 3階会議室）
・銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（県総合庁舎 8階 82会議室［大分市］）

15㈭ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）　・竹田市文化会館管理人募集〆切（竹田市文化会館）
・平成 18年分申告所得税申告・納付期限　・竹田温泉「花水月」休館日

竹田市のこよみ3月
2007年

※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（渡辺善照：☎ 77‒2067、斉藤義昭：☎ 75‒2692、太田正一：☎ 68‒2480）



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62‒3304）
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈮ ・竹田市男女共同参画推進大会 9:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・陽目カワノリ調査結果報告会 10:00 ～ 12:00（荻福祉健康エリア多機能室）
・青少年の日

17㈯ ・中九州横断道路「犬飼千歳道路」開通記念ウォーク 8:00 受付 10:00 スタート（豊後大野市千歳支所広場集合）
・陽目の里名水茶屋営業開始

18㈰ ・大分合同おどりの祭典・竹田会場（竹田市文化会館）　・第 9回岡藩城下町雛まつり「流し雛」14:00 ～ 15:00
・中九州横断道路犬飼千歳道路開通式（豊後大野市）　・家庭の日

19㈪ ・直入幼稚園卒園式
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日　・食育の日

20㈫ ・竹田・南部幼稚園卒園式　・下竹田小学校卒業式
・県病健康教室「骨粗鬆症と骨折」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂［大分市］）

21㈬ ・春分の日

22㈭ ・竹田・岡本・明治・豊岡・祖峰・城原・荻・白丹・久住・都野小学校卒業式　・大分県知事選挙告示　・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・竹田市歩こう会総会 10:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）（※ 1）　・竹田温泉「花水月」休館日　・温泉療養文化館「御前湯」休館日　・国連水の日

23㈮ ・南部・菅生・宮城台・長湯小学校卒業式
・大分県知事選挙期日前投票開始 8:30 ～ 20:00（4月 7日まで）　・世界気象デー

24㈯ ・下竹田小学校閉校式典 13:00 ～ 14:30　・絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館）　・国指定史跡岡城跡家族無料観覧（4月 8日まで／要観覧券）
・扇森稲荷神社初午大祭（26日まで）　・世界結核デー

25㈰ ・桜町東愛育班発会式　・竹田市祖母山麓体験交流施設「あ祖母学舎」～春の収穫祭～ 11:30 ～ 14:00　・第 11回てづくり音楽会 13:30 ～ 15:30（直入
教育会館 2階ホール）　・4期生カウンセラ～養成講座説明会 13:00 ～ 17:00（竹田市文化会館会議室）・竹田市健康づくり推進委員公募〆切（健康増進課）

26㈪ ・西岡智子オペラコンサート「8人の女たちの物語」19:30 ～（直入中央公民館）
・荻の里温泉・陽目の里名水茶屋休館日

27㈫
28㈬ ・長湯バイパス開通式

・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）

29㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

30㈮ ・大分県議会議員選挙告示

31㈯ ・大分県議会議員選挙期日前投票開始 8:30 ～ 20:00（4月 7日まで）
・恩給欠格者・引揚者書状等贈呈事業請求期限（福祉事務所他）

月間・週間
そ　の　他

・冬の省エネキャンペーン（31日まで） ・緑の募金（5月 31日まで）・国民体育大会・全国障害者スポーツ大会ボランティア募集（6月 30日まで／国体推進室他）・第 59回岡城桜まつり（4月 8日）・願成院愛染堂一般公開（4
月 7日～ 8日）・国家公務員採用 I 種試験受付（4月 2日～ 9日）・国税専門官採用試験受付・労働基準監督官採用試験受付・法務教官採用試験受付（4月 2日～ 13日）・大分県知事・大分県議会議員選挙投票・開票日（4月 8日）

・中学校入学式・竹田高校入学
　式（4月 10日）
・小学校入学式（4月 11日）
・幼稚園入園式（4月 12日）
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生活不活発病になるきっかけ! 該当する方は、要注意!
■定年退職などで社会的な役割がなくなった
■子どもの退職・子どもとの同居などで家事をする必要がなくなった
■死別・離別などで頼りにしていた話し相手がいなくなった
■年だから、病気だから、安静第一で、無理をしてはいけないと
　動くのを制限するようになった
■することがないので、昼間も横になることが増えた
■心配ごとなどで、食欲がなくなった
■年をとるにつれて、老後への不安が強くなり、意欲も低下
　閉じこもりがちで前向きに生きられなくなった

そして、さらに…

こんな状態が続くと…
筋力などの運動器の機能が低下して、内臓の働きが悪くなる。
刺激が少なくなって、脳の働きが悪くなる。

からだの痛み、疲れやすさ、うつ、認知症（痴呆）などにより、家事などの
これまで当たり前に出来ていたことが上手に出来なくなった、などの理由で、
動くのがおっくうになり、じっとしていることが増える。

悪循環

　年齢を重ねるとともに、誰もが「老い」への不安を抱きはじめ、「呆けたく
ない」「出来れば子どもたちの世話になりたくない」と思うものです。いつま
でも、心身ともに健康で、自分らしく、生き生きと楽しく生活し続けることが出来たなら、どんなにす
ばらしいことでしょう。
　そんな理想的な人生を送るために必要な、日常生活でのちょっとした取り組みや工夫、気の持ちよう
を「介護予防」と呼びます。
　年を重ねるほどに、「自分の生活と人生」の専門家として、さらに熟練して、自分らしく生きていく「し
ゃんしゃん人生」を目指して !! こんな時こそ、日常生活の中で、介護予防にとり組みましょう。

介護予防は「生活不活発病」予防です

平成19年
3月
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しゃんしゃん教室参加者の声
　私は、平成 17年 8月 10 日に脳梗塞で倒れ、左半身が不自由な体になりました。リハビリ
を続けて、現在は杖を使ってゆっくりと歩けるようになりました。でも、「何で私が」と、毎
日悲しく悔やんでばかりの生活でした。そんな時、福祉の方のおすすめで「しゃんしゃん教室」
に参加することに決めました。いざ、その日になると、「こんな姿ではあまりにも悲しい」と
1人涙しました。教室に参加してみると、自分よりずっとお年を召した方達が一生懸命頑張っ
ている姿を目にして、勇気をもらいました。
　教室では、先ず血圧のチェックをして、健康状態をみて始めます。栄養教室やお口の教室
（口腔機能向上）、歯の磨き方等々、実技を交えて教えてくれ、本当に役立つお話ばかりでした。
運動では、理学療法士、運動実践指導の先生とで楽しく、おもしろく指導してくださり、い
つも笑い声がいっぱいで、次の教室が待ち遠しいくらいでした。
　また、1月 31日の帰りの（送迎）車での話「もう少しでお別れね。このまま別れるのは淋
しいので、手作り料理を少しずつ持ちより、お別れ会をしようよ」という話まで出るような
楽しい教室になっていました。
　この様なチャンスを与えてくださった皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。悔やんでばか
りでは、何も見えない。前向きに何でも挑戦して、これからも悲しいこと、悔しいことはいっ
ぱいあると思うけど、プラス志向で、一生懸命、頑張って生きていこうと思います。
　本当にありがとうございました。

　Hさん (67 歳・女性 ) は、家業の担い手として現役で頑張っていたのですが、H17 年に、脳梗塞で左
半身の自由を失いました。発症から 4か月、要介護認定調査にうかがったとき、何度も涙しながらも、
現実を受け止め、前向きな気持ちを維持しようと、懸命にリハビリに励む姿に心を打たれました。その
頑張りは、麻痺の程度からみると最大限ともいえるほどの、日常生活動作の回復状況が物語っていました。
　退院後も、Hさんは、リハビリ通院のみで、住宅改修以外の介護保険サービスを利用せずに頑張って
いらっしゃいましたが、教室への参加を勧めたところ、迷いながらも参加を決断されました。
　確かに、何度も悲しい思い、悔しい思いをすることは、この先もあることでしょう。けれど、どんな
状況にあっても前向きに頑張っていけるという自信 (心の強さ )があれば、それが、どんな困難をも乗り
こえていく力に変わっていくに違いありません。
　Hさんは、思いきってこの教室へ参加することで、その自信 (心の強さ )を、自分自身の力でさらに確
かなものに変えていけたのではないでしょうか。家族以外との外出や病院のリハビリ以外の外出には抵
抗を感じていたHさんが、友達と一緒に、地域のイベントに出かけるようになったという嬉しい報告が
ありました。最近では、巻き寿司やおはぎ作りに挑戦し、お孫さんに喜ばれたそうです。
　教室に参加された方は、皆さん、加齢にともなう心身の状況の変化に不安を持ちながら、勇気を持っ
て一歩を踏み出した方達です。皆さんの、不安そうな表情が、教室を重ねるごとに、すてきな笑顔に変
わっていく様子、生活に対する意欲が増し、身体機能が改善されていく様子に、人と人との絆 (きずな )
や心のふれあいがもたらす力の大きさを、あらためて実感しました。

介護予防の取り組みを支援するしゃんしゃん教室を開催しています!!
教室に参加しているのは、こんな人たちです。
★ 65歳以上を対象に総合健診と一体的に実施している「介護予防健診」で生活機能の低下ありと判定さ
　れた人
★介護認定で非該当とされた人や、本人や家族・地域の人たちから相談があった
　人で、生活機能の低下がある人
★要支援又は要介護の認定を受けていて、介護保険のサービスを使っていない人
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医療保険に加入する 40歳以上の方全員が被保険者となります。
介護が必要となったとき申請をし、認定を受ければ、費用の一部 (原則 10%) を支払うことで
介護サービスが利用できます。

介 護 保 険 の 被 保 険 者

介 護 保 険 の 保 険 料

●被保険者
　65歳以上の方を第 1号被保険者、
　医療保険に加入する 40 歳以上 65
　歳未満の方を第 2号被保険者とい
　います。

●介護サービスを利用できる方
・65歳以上の方（第 1号被保険者）は、介護や介護予
　防が必要と認定されたときにサービスを利用できま
　す。
・40歳以上 65 歳未満の方（第 2号被保険者）は、特
　定の疾病が原因で介護や介護予防が必要と認定され
　たときにサービスを利用できます。

65 歳以上の方（第1号被保険者）の保険料
　65歳以上の方 (第 1号被保険者 )の平成 18年度～ 20年度までの保険料は、次のとおりです。
所得の状況により 6つの段階に分かれています。

●介護保険料の基準額
所得段階 保険料（月額） 保険料（年額）

第 1段階 生活保護の受給者および世帯全員が住民税非課税で
老齢福祉年金を受けている人

基準額× 0.5
月額 2,150 円 25,800 円

第 2段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額+
課税年金収入額が 80万円以下の人

基準額× 0.5
月額 2,150 円 25,800 円

第 3段階 世帯全員が住民税非課税であって、所得段階第 2段
階以外の人

基準額× 0.75
月額 3,225 円 38,700 円

第 4段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住
民税非課税の人

基準額× 1.0
月額 4,300 円 51,600 円

第 5段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円
未満の人

基準額× 1.25
月額 5,375 円 64,500 円

第 6段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円
以上の人

基準額× 1.5
月額 6,450 円 77,400 円

※税制改正に係る保険料の激変緩和措置対象者の保険料は、上記の保険料と異なります。

 特別徴収 
年金額が 18万円以上の方は、年金から年 6回の天引きにより納めていただきます。
今年度から遺族年金や障害年金からも保険料の年金天引きが可能となり、納付がより便利になりました。
ただし、所得の状況が変化したとき等は、普通徴収と特別徴収の両方による「併徴」となることもあります。

 普通徴収 
特別徴収以外の方は、市からお送りする納付書により納付していただきます。
口座振替も利用できます。口座振替のお申し込みについては税務課管理係へお問い合わせください。

納付のしかた
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●普通徴収の方の納期は次のとおりです。
区　分 納　　　　　　　　　期 区　分 納　　　　　　　　　期

第 1期 　7月 15日  から 　7月 31日  まで 第 5期 11月　1日  から 11 月 30 日  まで

第 2期 　8月　1日  から 　8月 31日  まで 第 6期 12月　1日  から 12 月 25 日  まで

第 3期 　9月　1日  から 　9月 30日  まで 第 7期 　1月　1日  から 　1月 31日  まで

第 4期 10月　1日  から 10 月 31 日  まで 第 8期 　2月　1日  から 　2月 末 日  まで

加入している国保や社会保険などの各医療保険の算定方法にもとづいて決められます。
医療分の保険料と一括して納めていただきます。

40歳以上65歳未満の方（第2号被保険者）の保険料

　上記のように、滞納が続くと給付を受ける際の支払額が大きくなってしまいます。
　例えば、月 4回利用しているデイサービスが 1回 700 円とすると、通常は月 2,800 円 (1 割分 ) の支
払いでサービス利用ができますが、滞納が続くといったん 28,000 円 (10 割分全額 ) を支払わなければ、
サービスが受けられないこととなります。
　施設入所をされている場合は、月に 30万～ 40万円の支払いが必要になることもあります。
　円滑にサービスが利用できるように、保険料納付にご協力をお願いいたします。

保険料を滞納すると…
Ａ　1年以上
　　滞納している場合

Ｂ　1年 6か月以上
　　滞納している場合

Ｃ　2年以上
　　滞納している場合

サービスを利用するときは、
いったん費用の全額が自己
負担となり、申請によって
後から 9割分が払い戻され
ます。

保険給付（9割分）が差し止
められてしまいます。また、
差し止められた額と保険料
の滞納分が相殺される場合
もあります。

滞納期間に応じた期間、給
付割合が 9割から 7割に引
き下げられます。また、高
額介護サービス費の支給が
受けられなくなります。

全　　額
自己負担

9割分
払い戻し

差し止め !!

9割

7割

9割

●お問い合わせ
　介護保険制度・教室についてのお問い合わせは
　　　　　　　　　保険課介護保険係　☎ 63-1111（内線 132・138・139）
　保険料納付についてのお問い合わせは
　　　　　　　　　　　税務課管理係　☎ 63-1111（内線 121・122）
　介護予防についてのご相談は　竹田市地域包括支援センター　☎ 64-0310


